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は
じ
め
に

來
知
德
（
一
五
二
五
～
一
六
〇
四
）
は
、
字
は
矣
鮮
、
號
は
瞿
唐
、
四
川
梁
山

（
今
重
慶
市
梁
平
縣
）
の
人
で
、
朙
末
の

名
な
易
學
者
で
あ
る
。
易
學
史
に
お
け

る
來
知
德
の
地
位
は
、
本
田
濟
『
易
學
』（
サ
ー
ラ
叢
書
、
一
九
六
〇
年
）
や
戶
田

豐
三
郞
『
易
經
㊟
釋
史
綱
』（
風
閒
書
店
、
一
九
六
八
年
）
と
い
っ
た
易
學
史
を
槪

說
し
た
國
內
の
硏
究
書
に
お
い
て
、
來
知
德
の
み
が
朙
代
を
代
表
す
る
易
學
者
と

し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。
來
知
德
の
易
學
に
關
す
る

作
に

は
『
周
易
集
㊟
』（
一
六
〇
一
年
刊
）
が
あ
る（

（
（

。『
四
庫
提
要
』
は
、
來
知
德
が
（
四

川
）

縣
の
山
中
に

も
り
易
に
沒
頭
す
る
こ
と
二
十
九
年
に
し
て
完
成
し
た
も

の
が
こ
の
書
で
あ
り
、
そ
の
易
說
は
繫
辭
上
傳
の
「
錯
綜
其
數
」
を
基
と
し
て
易

の
象
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う（

２
（。
そ
の
易
說
が
來
氏
の
易
學
思
想
を
代
表
す

る
所
謂
「
錯
綜
說
」
で
あ
る
。
來
知
德
の
錯
綜
說
は
近
世
中
國
の
み
な
ら
ず
、
朝

鮮
や
日
本
に
も
大
き
な
影
响
を
及
ぼ
し
た
も
の
で
あ
る
が（

３
（、
そ
れ
に
關
す
る
國
內

の
硏
究
は
極
め
て
乏
し
い
の
が
實
情
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
近
世
易
學

史
に
お
け
る
來
知
德
の
影
响
を
考
慮
す
れ
ば
、
來
氏
易
學
の
硏
究
は
近
世
易
學
史

の
解
朙
の
た
め
に
も
一
考
に
値
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
に
お
い
て
ま
ず
來
氏

の
錯
綜
說
を
主
題
と
し
た
の
は
、
そ
の
錯
綜
說
が
來
氏
易
學
の
要
と
も
言
え
る
た

め
で
あ
る
。

本
稿
で
㊟
目
し
た
も
う
一
點
は
、
朙
末
淸
初
の
思
想
家
で
あ
る
王
夫
之
の
易
學

に
お
い
て
も
そ
の
「
錯
綜
說
」
が
重
要
な
意
味
を
持
つ
と
い
う
點
で
あ
る
。
乾
坤

竝
建
論
は
王
氏
の
易
學
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
る
。「
乾
坤
竝
建
を
以
て
宗
と
爲

し
、
錯
綜
合
一
を
象
と
爲
す（

４
（」
と
い
う
命
題
は
、
易
解
釋
に
お
け
る
王
夫
之
の
第

一
綱
領
と
し
て
㊒
名
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
王
氏
は
『
周
易
』
に
お
け
る
乾
坤

竝
建
論
と
錯
綜
說
の
關
係
を
體
と
用
の
關
係
に
譬
え
て
說
朙
す
る
。
こ
れ
ら
の
こ

と
か
ら
、
王
氏
の
易
學
に
お
い
て
錯
綜
說
が
乾
坤
竝
建
論
と
密

に
か
か
わ
る
重

要
な
理
論
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

高
田
淳
氏
は
王
夫
之
の
錯
綜
說
に
つ
い
て
、「
錯
綜
と
は
漢
易
に
い
う

通
卦

（
錯
）
と
反
對
卦
（
綜
）
で
あ
る
が
、
單
に
漢
易
を
援
用
し
た
も
の
で
は
な
い
」
と

述
べ
て
い
る（

５
（。
こ
の
よ
う
な
記
述
は
、
王
夫
之
が
自
分
の
易
學
に
お
い
て
錯
綜
說

を
驅
使
し
な
が
ら
も
、
來
知
德
の
名
を
一
切
擧
げ
て
い
な
い
た
め
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
し
か
し
、
漢
易
と
王
夫
之
の
閒
に
は
來
知
德
の
存
在
を
考
慮
す
べ
き
で
は

な
い
か
と
い
う
疑
問
が
殘
る
。
そ
れ
は
漢
易
か
ら
始
ま
る

通
・
反
對
の
槪
念
に

新
し
い
意
味
を
付
與
し
て
最
初
に
「
錯
綜
」
と
名
付
け
た
の
が
來
知
德
で
あ
る
か

來
知
德
の
錯
綜
說
と
王
夫
之
の
乾
坤
竝
建
論

�
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來
知
德
の
錯
綜
說
と
王
夫
之
の
乾
坤
竝
建
論

一
二
一

知
孔
子
雜
卦
、
不
知
後
儒
卦
變
之
非
。
于
此
四
者
既
不
知
、
則
易
不
得
其
門

而
入
。
不
得
其
門
而
入
、
則
其
註
疏
之
所
言
者
乃
門
外
之
粗
淺
、
非
門
內
之

奧
妙
。
是
自
孔
子
沒
而
易
已
亡
至
今
日
矣
。
四
聖
之
易
、
如
長
夜
者
二
千
餘

年
、
不
其
可
長
歎
也
哉
。
夫
易
者
象
也
、
象
也
者
像
也
、
此
孔
子
之
言
也
。

（
中
略
）
故
象

也
、
㊒

則

物
畢
照
、
舍
其

、
是
無

而
索
照
矣
。

不
知
其
象
、
易
不
註
可
也
。

王
弼
の
象
を
掃
い
て
自
り
以
後
、
註
易
の
諸
儒
は
皆
な
「
象
失
其
傳
」（
朱

熹
の
言（

７
（）
を
以
て
、
其
の
象
を
言
わ
ず
、
止
だ
其
の
理
を
言
う
の
み
、
而

し
て
易
中
の
取
象
の
旨
は
遂
に
後
世
に
塵
埋
す
。
本
朝
纂
修
の
『
易
經
・
性

理
大
全
』
は
、
諸
儒
の
衆
註
を
會あ

つ

め
て
書
を
成
す
と
雖
ど
も
、
然
れ
ど
も
理

を
以
て
之
を
言
う
に
過
ぎ
ざ
る
の
み
に
し
て
、
均
し
く
其
の
象
を
知
ら
ず
、

文
王
の
序
卦
を
知
ら
ず
、
孔
子
の
雜
卦
を
知
ら
ず
、
後
儒
の
卦
變
の
非
を
知

ら
ず
。
此
の
四
者
に
于
い
て
既
に
知
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
易
は
其
の
門
を
得
て

入
ら
ず
。
其
の
門
を
得
て
入
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
其
の
註
疏
の
言
う
所
の
者
は

乃
ち
門
外
の
粗
淺
に
し
て
、
門
內
の
奧
妙
に
非
ず
。
是
れ
孔
子
沒
し
て
自
り

易
已
に
亡
び
今
日
に
至
る
。
四
聖
の
易
、
長
夜
の
如
き
者
二
千
餘
年
、
其
れ

長
歎
す
可
か
ら
ざ
ら
ん
や
。「
夫
れ
易
な
る
者
は
象
な
り
、
象
な
る
者
は
像

る
な
り
」、此
れ
孔
子
の
言
な
り
。（
中
略
）故
に
象
は

お

の
ご
と
き
な
り
。

㊒
れ
ば
則
ち

物
畢
く
照
し
、
其
の

を
舍
つ
る
が

き
は
、
是
れ

無

く
し
て
索
照
す
る
な
り
。
其
の
象
を
知
ら
ざ
れ
ば
、
易
は
註
せ
ざ
る
も
可
な

り
。

來
知
德
は
易
解
釋
に
お
い
て
象
を
斥
け
義
理
の
み
を
追
究
す
る
傳
統
が
王
弼
か

ら
始
ま
り
、
そ
の
傳
統
が
當
時
科
擧
の
基
本
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
『
周
易
大
全
』

に
お
い
て
も
固
く
守
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
り
「
象
」
の
傳
統
が
一
掃
さ
れ

た
と
考
え
る
。
し
か
し
、
來
知
德
は
繫
辭
傳
下
の
「
易
者
象
也
」
を
根
據
と
し

ら
で
あ
る
。
朱
伯
崑
氏
は
、
錯
綜
說
に
お
け
る
來
王
兩
氏
の
閒
の
影
响
關
係
を
示

唆
し
て
い
る
が（

６
（、
朙
確
な
根
據
を
提
示
し
て
は
い
な
い
。
こ
う
い
う
狀
況
で
、
來

王
兩
氏
の
錯
綜
說
の
比
較
は
、
易
學
に
お
け
る
來
王
兩
氏
の
關
係
の
解
朙
の
一
助

と
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
比
較
は
む
し
ろ
近
世
易
學
史
に
お
け
る
來
氏
の
錯

綜
說
の
意
義
を
よ
り
朙
確
に
す
る
上
で
も
缺
か
せ
ぬ
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
考
え
に
基
づ
い
て
、
本
稿
は
來
知
德
の
錯
綜
說
を
主
題
と
し
て
歬
代

の
易
學
か
ら
の
影
响
及
び
漢
易
の
類
似

法
と
は
相

な
る
來
氏
易
學
の
理
論
的

特
色
を
朙
ら
か
に
す
る
。
續
い
て
王
夫
之
の
乾
坤
竝
建
論
に
お
け
る
錯
綜
說
の
意

味
を
考
察
し
、
來
王
兩
氏
の
錯
綜
說
を
比
較
し
て
兩
者
の
類
似
點
や
相

點
を
朙

ら
か
に
す
る
。
こ
れ
を
通
じ
て
近
世
易
學
史
に
お
け
る
來
氏
易
學
の
意
義
を
窺
い

た
い
。

一
　
來
知
德
の
錯
綜
說

周
知
の
と
お
り
、
朙
代
の
易
學
は
程
朱
易
學
、
つ
ま
り
程
頤
の
『
易
傳
』
と
朱

熹
の
『
周
易
本
義
』
に
基
づ
く
義
理
易
が
主
流
で
あ
っ
た
。
永
樂
帝
の
敕
命
に
よ

り
胡
廣
ら
が
編
纂
し
た
『
周
易
傳
義
大
全
』
は
そ
の
代
表
的
な
成
果
で
あ
る
。
そ

れ
に
よ
り
程
頤
と
朱
熹
の
解
釋
は
正
統
的
易
解
釋
と
し
て
認
め
ら
れ
、
朙
代
の
易

學
に
大
き
な
影
响
を
及
ぼ
し
た
。
し
か
し
、
來
知
德
は
義
理
の
み
を
重
視
す
る
從

來
の
易
學
傳
統
に
反
對
し
、「
象
」
を
第
一
原
理
と
す
る
新
し
い
易
學
理
論
の
構

築
を
試
み
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
成
果
が
『
周
易
集
㊟
』
で
あ
る
。
そ
の
自
序
で

來
知
德
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
（
以
下
『
周
易
集
㊟
』
の
引
用
の
場
合
、
書
名
を
省
略

す
る
）。自

王
弼
掃
象
以
後
、
註
易
諸
儒
皆
以
象
失
其
傳
、
不
言
其
象
、
止
言
其
理
、

而
易
中
取
象
之
旨
遂
塵
埋
于
後
世
。
本
朝
纂
修
易
經
性
理
大
全
、
雖
會
諸
儒

衆
註
成
書
、
然
不
過
以
理
言
之
而
已
、
均
不
知
其
象
、
不
知
文
王
序
卦
、
不
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え
た
の
で
あ
る
。
周
知
の
と
お
り
、
易
の
六
十
四
卦
の
配
列
に
一
定
の
規
則
が
存

在
す
る
と
い
う
認

は
昔
か
ら
あ
っ
た
。
唐
の
孔
穎
逹
は
、
上
下
反
對
の
關
係
を

「
覆
」、
陰
陽
反
對
の
關
係
を
「
變
」
と
呼
び
、
六
十
四
卦
に
お
い
て
對
に
な
る
兩

卦
の
關
係
が
覆
で
な
け
れ
ば
變
で
あ
る
と
い
っ
た（

８
（。
來
知
德
は
變
・
覆
と
い
う
六

十
四
卦
の
配
列
原
理
を
繫
辭
傳
上
の
「
錯
綜
其
數
」
に
基
づ
い
て
錯
綜
と
新
し
く

名
付
け
、
自
身
の
易
學
の
根
幹
と
す
る
。
來
知
德
は
『
周
易
集
㊟
』
卷
頭
の
「
易

經
字
義
」
に
お
い
て
、
錯
綜
に
つ
い
て
詳
し
く
解
說
し
て
い
る
。
ま
ず
、「
錯
」

に
つ
い
て
み
よ
う
。

錯
者
、
陰
與
陽
相
對
也
。
父
與
母
錯
、
長
男
與
長
女
錯
、
中
男
與
中
女
錯
、

少
男
與
少
女
錯
。
八
卦
相
錯
、六
十
四
卦
皆
不
外
此
錯
也
。
天
地
造
化
之
理
、

獨
陰
獨
陽
不
能
生
成
、
故
㊒
剛
必
㊒
柔
、
㊒
男
必
㊒
女
。
所
以
八
卦
相
錯
。

（
易
經
字
義
・
錯
）

錯
な
る
者
は
、
陰
と
陽
と
相
對
す
る
な
り
。
父
は
母
と
錯
し
、
長
男
は
長
女

と
錯
し
、
中
男
は
中
女
と
錯
し
、
少
男
は
少
女
と
錯
す
。
八
卦
相
錯
し
て
、

六
十
四
卦
皆
な
此
の
錯
に
外
れ
ざ
る
な
り
。
天
地
造
化
の
理
は
、
獨
陰
獨
陽

生
成
す
る
こ
と
能
わ
ず
。
故
に
剛
㊒
れ
ば
必
ず
柔
㊒
り
、
男
㊒
れ
ば
必
ず
女

㊒
り
。
所
以
に
「
八
卦
相
錯
す
」
る
な
り
。

「
錯
」
と
は
、
陰
陽
反
對
の
兩
卦
の
關
係
を
い
い
、
本
卦
と
陰
陽
反
對
の
卦
を

錯
卦
と
い
う
。
六
十
四
卦
の
中
で
は
乾
・
坤
を
は
じ
め
頤

と
大
過

・

坎
と
離
・
中
孚

と
小
過

の
八
つ
の
卦
が
錯
の
關
係
で
あ
る
。
こ
の
錯

と
い
う
槪
念
は
、
說
卦
傳
の
「
天
地
定
位
、
山
澤
通
氣
、
雷
風
相

、
水
火
不
相

射
、
八
卦
相
錯
」
に
由
來
す
る
も
の
で
あ
る
。
天
地
は
乾

坤

の
卦
象
で
あ

り
、
山
澤
は
艮

兌

の
卦
象
で
あ
り
、
雷
風
は
震

巽

の
卦
象
で
あ
り
、

水
火
は
坎

離

の
卦
象
で
あ
る
。
來
知
德
は
「
八
卦
相
錯
」
を
宇
宙

物
の

根
源
で
あ
る
陰
陽
の
相
對
的
關
係
を
表
し
た
易
の
原
理
と
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て

て
「
象
」
を
易
解
釋
に
お
け
る
緊
要
な
入
り
口
と
し
、
こ
れ
ま
で
受
け
繼
が
れ
て

こ
な
か
っ
た
「
象
」
の
傳
統
を

ら
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
繫
辭
傳
を
含
む

十

は
傳
統
的
に
孔
子
の

作
と
さ
れ
て
き
た
の
で
、
繫
辭
傳
の
「
易
者
象
也
」

は
象
の
傳
統
の
復
活
に
お
け
る
重
要
な
根
據
と
な
る
。
そ
し
て
易
解
釋
に
お
け
る

象
の
意
味
を
よ
り
朙
確
に
す
る
た
め
に
、
來
知
德
が
㊟
目
し
た
の
が
文
王
の
序
卦

（
六
十
四
卦
の
配
列
）
と
孔
子
の
雜
卦
傳
で
あ
る
。

『
周
易
』
と
い
う
書
物
は
四
聖
の
手
を
經
て
成
立
し
た
と
さ
れ
て
き
た
。
來
知

德
は
そ
う
し
た
從
來
の
說
に
從
い
、
卦
・
卦
辭
・
爻
辭
・
十

を
そ
れ
ぞ
れ
伏

羲
・
文
王
・
周
公
・
孔
子
の
作
と
し
、
そ
の
中
で
も
殊
に
『
周
易
』
成
立
に
お
け

る
文
王
の
も
う
一
つ
の
役
割
に
㊟
目
す
る
。
そ
れ
が
す
な
わ
ち
六
十
四
卦
を
今
の

順
序
に
竝
べ
た
こ
と
で
あ
る
。
來
知
德
は
卦
辭
と
六
十
四
卦
の
配
列
が
文
王
と
い

う
同
一
人
物
に
よ
り
行
わ
れ
た
こ
と
に
着
目
し
、
卦
辭
と
六
十
四
卦
の
配
列
に
共

通
す
る
原
理
を
探
ろ
う
と
し
た
。
文
王
と
周
公
が
卦
辭
・
爻
辭
を
付
け
る
時
に
は

そ
の
原
理
に
基
づ
い
て
お
り
、
そ
の
原
理
が
文
王
の
序
卦
と
孔
子
の
雜
卦
傳
に
朙

ら
か
に
現
れ
て
い
る
と
、
來
知
德
は
考
え
た
の
で
あ
る
。
そ
の
原
理
が
す
な
わ
ち

「
錯
綜
」
で
あ
る
。

伏
羲
象
男
女
之
形
以
畫
卦
、
文
王
繫
卦
下
之
辭
、

序
六
十
四
卦
。
其
中
㊒

錯
㊒
綜
、
以
朙
陰
陽
變
化
之
理
。（
自
序
）

伏
羲
は
男
女
の
形
に
象
っ
て
以
て
卦
を
畫
し
、文
王
は
卦
の
下
の
辭
を
繫
け
、

た
六
十
四
卦
を
序
す
。
其
の
中
に
錯
㊒
り
綜
㊒
り
、
以
て
陰
陽
變
化
の
理

を
朙
ら
か
に
す
。

こ
の
よ
う
に
「
錯
綜
」
と
は
文
王
の
卦
辭
（
周
公
の
爻
辭
を
含
む
）
と
六
十
四
卦

の
配
列
に
祕
め
ら
れ
て
い
る
陰
陽
變
化
の
原
理
で
あ
る
。
來
知
德
は
文
王
に
よ
る

六
十
四
卦
の
配
列
は
卦
象
の
「
錯
」
あ
る
い
は
「
綜
」
に
基
づ
い
て
お
り
、
錯
綜

の
關
係
に
あ
る
兩
卦
と
そ
れ
ら
の
卦
辭
・
爻
辭
が
密

に
か
か
わ
っ
て
い
る
と
考



來
知
德
の
錯
綜
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と
王
夫
之
の
乾
坤
竝
建
論

一
二
三

と
爲
り
、
艮
は

ち
震
と
爲
り
、
其
の
卦
名
は
則
ち
同
じ
か
ら
ず
。
如
え
ば
、

屯

相
綜
す
る
は
、（
水
雷
）
屯
に
在
れ
ば
則
ち
雷
と
爲
り
、（
山
水
）

に

在
れ
ば
則
ち
山
と
爲
る
、
是
れ
な
り
。
如
え
ば
、
履
小
畜
相
綜
す
る
は
、（
天

澤
）
履
に
在
れ
ば
則
ち
澤
と
爲
り
、（
風
天
）
小
畜
に
在
れ
ば
則
ち
風
と
爲
る
、

是
れ
な
り
。

「
綜
」
と
は
、
上
下
反
對
の
兩
卦
の
關
係
を
い
い
、
本
卦
の
上
下
を
逆
さ
ま
に

し
た
卦
を
綜
卦
と
い
う
。
例
え
ば
、
初
爻
か
ら
上
を
向
い
て
み
て
屯

と
な

る
卦
象
は
、
上
爻
か
ら
下
を
向
い
て
み
れ
ば

に
な
る
。
來
知
德
は
そ
う

し
た
兩
卦
の
關
係
を
、
機

り
の
時
に
上
下
に
動
か
し
て
縱
絲
を
整
え
る
「
お
さ

の
働
き
」
に
譬
え
て
「
綜
」
と
命
名
し
た
の
で
あ
る
。
來
知
德
は
錯
と
綜
の
原
理

を
用
い
て
『
周
易
』
の
上
經
三
十
卦
・
下
經
三
十
四
卦
の
理
由
を
說
朙
す
る
。

雖
六
十
四
卦
、
止
乾
坤
・
坎
離
・
大
過
頤
・
小
過
中
孚
八
卦
相
錯
、
其
餘

五
十
六
卦
、
皆
相
綜
而
爲
二
十
八
卦
、
竝
相
錯
八
卦
、
共
三
十
六
卦
。
如
屯

之
類
、
雖
屯
綜
乎
離
、

綜
乎
坎
、
本
是
二
卦
、
然
一
上
一
下
、
皆
二
陽

四
陰
之
卦
、
乃
一
卦
也
。
故
孔
子
雜
卦
曰
、
屯
見
而
不
失
其
居
、

雜
而

、

是
也
。
故
上
經
止
十
八
卦
、
下
經
止
十
八
卦
。（
自
序
）

六
十
四
卦
と
雖
も
、
止
だ
乾
坤
・
坎
離
・
大
過
頤
・
小
過
中
孚
の
八
卦
の
み

相
錯
し
、
其
の
餘
の
五
十
六
卦
は
、
皆
な
相
綜
し
て
二
十
八
卦
と
爲
り
、
相

錯
す
る
八
卦
と
竝
べ
て
、
共
に
三
十
六
卦
な
り
。
如
え
ば
屯

の
類
い
は
、

屯
離
に
綜
し
、

坎
に
綜
し
て
、
本
よ
り
是
れ
二
卦
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
一

た
び
上
り
一
た
び
下
り
て
、
皆
な
二
陽
四
陰
の
卦
に
し
て
、
乃
ち
一
卦
な
り
。

故
に
孔
子
雜
卦
に
曰
く
、
屯
見
わ
れ
て
其
の
居
を
失
わ
ず
、

雜
わ
り
て

わ
る
、
是
れ
な
り
。
故
に
上
經
は
十
八
卦
に
止
ま
り
、
下
經
は
十
八
卦
に
止

ま
る
。

錯
綜
說
に
從
え
ば
、
六
十
四
卦
の
中
で
錯
の
關
係
に
あ
る
八
つ
の
卦
を
除
き
、

『
周
易
』
の
上
經
が
乾
坤
か
ら
始
ま
り
、
下
經
が
男
女
の
交
感
の
象

と
さ
れ
る

咸

・
恆
（
９
（か
ら
始
ま
る
理
由
を
說
朙
す
る
。

乾
坤
者

物
之
男
女
也
。
男
女
者
一
物
之
乾
坤
也
。
故
上
經
首
乾
坤
、
下
經

首
男
女
。
乾
坤
男
女
相
爲
對
待
、
氣
行
乎
其
閒
、
㊒
徃
㊒
來
、
㊒
進
㊒
退
、

㊒
常
㊒
變
、
㊒
吉
㊒
凶
、
不
可
爲
典
要
。
此
易
所
由
名
也
。（
自
序
）

乾
坤
な
る
者
は

物
の
男
女
な
り
。
男
女
な
る
者
は
一
物
の
乾
坤
な
り
。
故

に
上
經
は
乾
坤
を
首
め
と
し
、
下
經
は
男
女
を
首
め
と
す
。
乾
坤
男
女
相
對

待
を
爲
し
、
氣
其
の
閒
に
行め

ぐ

れ
ば
、
徃
く
㊒
り
來
る
㊒
り
、
進
む
㊒
り
退
く

㊒
り
、
常
㊒
り
變
㊒
り
、
吉
㊒
り
凶
㊒
り
、
典
要
を
爲
す
可
か
ら
ず
。
此
れ

易
の
由
り
て
名
づ
く
る
所
な
り
。

「
八
卦
相
錯
」
の
傳
統
的
な
解
釋
は
重
卦
、
す
な
わ
ち
八
卦
を
重
ね
て
六
十
四

卦
を
作
る
と
い
う
解
釋
で
あ
っ
た（

（（
（

。
そ
う
し
た
解
釋
は
邵
雍
や
朱
熹
に
も
繼
承
さ

れ
る（

（（
（

。
そ
の
解
釋
に
お
い
て
、
錯
は
八
卦
の
一
つ
が
八
卦
と
交
わ
る
と
い
う
「
交

錯
」
の
意
味
で
あ
る
。
し
か
し
、
邵
雍
は
說
卦
傳
の
そ
の
文
を
根
據
と
し
て
八
卦

を
新
し
く
配
置
し
た
先
天
圖
を
殘
し
、
朱
熹
は
そ
の
圖
を
陰
陽
の
相
對
的
關
係
を

表
し
た
も
の
と
解
釋
し
た
の
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。「
八
卦
相
錯
」
を
陰
陽

の
相
對
的
關
係
を
表
し
た
易
の
原
理
と
す
る
來
知
德
の
解
釋
は
そ
う
し
た
朱
熹
の

解
釋
に
由
來
す
る
も
の
で
あ
る
。
續
い
て
「
綜
」
に
つ
い
て
み
よ
う
。

綜
字
之
義
、

布
帛
之
綜
、
或
上
或
下
、
顚
之
倒
之
者
也
。
如
乾
坤
坎
離

四
正
之
卦
、
則
或
上
或
下
。
巽
兌
艮
震
四
隅
之
卦
、
則
巽

爲
兌
、
艮

爲

震
、
其
卦
名
則
不
同
。
如
屯

相
綜
、
在
屯
則
爲
雷
、
在

則
爲
山
是
也
。

如
履
小
畜
相
綜
、
在
履
則
爲
澤
、
在
小
畜
則
爲
風
是
也
。（
易
經
字
義
・
綜
）

綜
字
の
義
は
、
ち
布
帛
を

る
の
綜
に
し
て
、
或
い
は
上
り
或
い
は
下
り
、

之
を
顚
し
之
を
倒
す
者
な
り
。
如
え
ば
、
乾
坤
坎
離
の
四
正
の
卦
は
、
則
ち

或
い
は
上
り
或
い
は
下
る
。
巽
兌
艮
震
の
四
隅
の
卦
は
、
則
ち
巽
は

ち
兌
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以
歬
に
す
で
に
存
在
し
、
殊
に
邵
雍
の
影
响
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
の
で
あ
る（

（（
（

。
ま
た
、
次
の
文
か
ら
は
來
知
德
の
錯
綜
の
定
義
の
由
來
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
。

錯
綜
是
兩

、
錯
是
徃
來
交
錯
之
義
、
綜
如

底
綜
、
一
箇
上
去
、
一
箇
下

來
。
陽
上
去
做
陰
、
陰
下
來
做
陽
、
如
綜
相
似
。（
㬊
淵
錄
、『
朱
子
語
類
』
卷

七
十
五
第
四
七
條
、
一
九
二
〇
頁
）

錯
綜
は
是
れ
兩

な
り
、
錯
は
是
れ
徃
來
交
錯
の
義
に
し
て
、
綜
は

る
の

綜
の
如
く
、
一
箇
上
り
去
り
、
一
箇
下
り
來
る
。
陽
上
り
去
り
て
陰
を
做
し
、

陰
下
り
來
り
て
陽
を
做
す
こ
と
、
綜
の
如
く
相
似
る
。

朱
伯
崑
氏
も
指

し
た
よ
う
に
、
錯
綜
に
關
す
る
朱
熹
の
解
釋
は
主
に
筮
竹
を

操
作
し
て
卦
を
求
め
る
過
程
に
關
わ
る
も
の
で
あ
り（

（（
（

、
六
十
四
卦
の
配
列
原
理
と

し
て
の
意
味
は
朙
確
で
は
な
い
。
し
か
し
、「
お
さ
の
働
き
」
と
い
う
綜
の
意
味

が
朱
熹
に
由
來
す
る
こ
と
は
朙
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
來
知
德
の
錯
綜
說
は

唐
孔
穎
逹
の
「
非
覆

變
」
說
・
稅
氏
以
歬
の
「
上
下
經
各
十
八
卦
」
說
・
南
宋

朱
熹
の
「
錯
綜
」
說
の
影
响
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
來
知
德
は
錯
綜

說
を
六
十
四
卦
の
配
列
原
理
に
限
定
せ
ず
、
易
解
釋
に
お
け
る
重
要
原
理
と
し
て

活
用
す
る
。

周
知
の
と
お
り
、
易
の
經
文
に
現
れ
る
象
の
傳
統
的
な
解
釋
は
、
卦
象
に
つ
い

て
解
說
す
る
說
卦
傳
に
基
づ
く
。
し
か
し
、
說
卦
傳
に
朙
示
さ
れ
る
象
だ
け
で
は
、

經
文
の
す
べ
て
の
象
を
解
說
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
一
例
を
擧
げ
る
な
ら
、
乾

卦
の
龍
・
坤
卦
の
馬
と
い
っ
た
象
は
「
乾
爲
馬
、
坤
爲
牛
、
震
爲
龍
（
後
略
）」

と
い
う
說
卦
傳
の
記
述
で
は
說
朙
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
漢
代
の
象
數
易
で
用
い

ら
れ
た
諸

法
は
、
槪
ね
經
文
と
說
卦
傳
に
お
け
る
象
の
隔
た
り
を
埋
め
る
た
め

の
工
夫
で
あ
っ
た（

（（
（

。
來
知
德
の
錯
綜
說
も
そ
う
し
た
象
の
ズ
レ
を
解
決
す
る
た
め

の
手
段
で
あ
る
。
ま
ず
錯
を
用
い
た
解
釋
を
み
よ
う
。

殘
り
の
五
十
六
卦
は
綜
の
關
係
で
あ
り
、
こ
の
綜
の
關
係
に
あ
る
兩
卦
を
一
つ
の

卦
で
纏
め
て
數
え
る
と
、
易
經
の
上
下
が
そ
れ
ぞ
れ
十
八
卦
に
な
る
。
來
知
德
は

こ
れ
に
よ
り
、
易
經
の
上
下
に
お
け
る
卦
の
數
の
不
均
等
を
解
消
し
、『
周
易
』

の
上
下
區
分
に
も
文
王
の
序
卦
原
理
が
現
れ
る
こ
と
を
朙
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。

『
四
庫
提
要
』
は
そ
の
「
上
下
經
各
十
八
卦
」
說
を
稅
與

の

說
と
す
る（
（（
（

。

宋
の
稅
與

（
字
巽
甫
、
魏
了
翁
の
門
人
）
の
說
は
稅
氏
の
『
易
學
諬

小
傳
』「
後

天
周
易
序
卦
圖
」（
圖
一
を
參
照
）
と
そ
の
圖
說
を
通
じ
て
把
握
す
る
こ
と
が
で
き

る（
（（
（

。
し
か
し
、
稅
氏
の
圖
說
は
主
に
邵
雍
の
說
の
引
用
と
そ
れ
の
旉
衍
で
あ
り
、

そ
の
稅
氏
の
圖
と
類
似
し
た
「
序
卦
圖
」
が
『
六
經
圖
』（
宋
の
楊
甲
撰
）
に
も
載

っ
て
い
る（

（（
（

。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
「
上
下
經
各
十
八
卦
」
に
關
す
る
理
解
が
稅
氏

〇
圖
一
　
稅
與

「
後
天
周
易
序
卦
圖
」（
通
志
堂
經
解
本
に
よ
る
）

�



來
知
德
の
錯
綜
說
と
王
夫
之
の
乾
坤
竝
建
論

一
二
五

い
象
を

通
卦
か
ら
引
い
て
經
文
の
解
釋
に
活
用
し
た
。
續
い
て
綜
を
用
い
た
解

釋
を
み
よ
う
。

如
損
益
相
綜
、
損
之
六
五

益
之
六
二
、
特
倒
轉
耳
。
故
其
象
皆
十
朋
之
龜
。

夬
姤
相
綜
、
夬
之
九
四

姤
之
九
三
、
故
其
象
皆
臀
无
膚
。
綜
卦
之
妙
如
此
、

非
山
中
硏
窮
三
十
年
、安
能
知
之
。
宜
乎
諸
儒
以
象
失
其
傳
也
。（
易
經
字
義
・

綜
）

如
え
ば
、
損
益
の
相
綜
す
る
は
、
損
の
六
五

ち
益
の
六
二
に
し
て
、
特
だ

倒
轉
す
る
の
み
。
故
に
其
の
象
皆
な
「
十
朋
の
龜
」
な
り
。
夬
姤
相
綜
す
る

は
、
夬
の
九
四

ち
姤
の
九
三
な
り
、
故
に
其
の
象
皆
な
「
臀
无
膚
」
な
り
。

綜
卦
の
妙
は
此
の
如
く
し
て
、
山
中
に
て
硏
窮
す
る
こ
と
三
十
年
に
非
ざ
れ

ば
、
安
ん
ぞ
能
く
之
を
知
ら
ん
。
宜
な
る
か
な
諸
儒
「
象
其
の
傳
を
失
う
」

と
以お

も

う
こ
と
。

來
知
德
が
綜
に
㊟
目
し
た
理
由
は
、
綜
の
關
係
に
あ
る
兩
卦
に
同
じ
象
が
登
場

す
る
た
め
で
あ
る
。
來
氏
が
擧
げ
て
い
る
損
と
益
、
夬
と
姤
は
そ
の
代
表
的
な
例

で
あ
る
。
こ
こ
で
來
氏
は
共
通
す
る
象
だ
け
を
擧
げ
て
い
る
が
、
そ
の
經
文
を
比

較
し
て
み
れ
ば
來
氏
が
綜
の
關
係
に
㊟
目
し
た
意
圖
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
。

損

六
五
、
或
益
之
、
十
朋
之
龜
、
弗
克
違
、（
後
略
）

益

六
二
、
或
益
之
、
十
朋
之
龜
、
弗
克
違
、（
後
略
）

或
い
は
こ
れ
を
益
す
、
十
朋
の
龜
も
違
う
克
わ
ず
、

夬

九
四
、
臀
无
膚
、
其
行
次
且
、（
後
略
）

姤

九
三
、
臀
无
膚
、
其
行
次
且
、（
後
略
）

臀
に
膚
无
し
、
其
の
行
く
こ
と
次
且
た
り
。

綜
を
用
い
て
㊟
し
た
例
を
い
く
つ
か
擧
げ
る
と
、
豫

初
六
の
「
鳴
豫
」

に
、「
謙

の
上
六
（「
鳴
謙
」）
は
、

ち
豫
の
初
六
な
り
、
故
に
二
爻
皆
な

八
卦
既
相
錯
、
所
以
象

寓
于
錯
之
中
。
如
乾
錯
坤
。
乾
爲
馬
、
坤

利
牝

馬
之
貞
。
履
卦
、
兌
錯
艮
、
艮
爲
虎
、
文
王

以
虎
言
之
。
革
卦
、
上
體
乃

兌
、
周
公
九
五
爻
、
亦
以
虎
言
之
。

睽
卦
、
上
九
純
用
錯
卦
。
師
卦
、
王

三
錫
命
、
純
用
天
火
同
人
之
錯
。
皆
其
證
也
。（
易
經
字
義
・
錯
）

八
卦
既
に
相
錯
す
、
所
以
に
象

ち
錯
の
中
に
寓
す
。
如
え
ば
乾
は
坤
に
錯

す
。
乾
は
馬
と
爲
し
、
坤
は

ち
「
牝
馬
の
貞
に
利
し
」。
履
卦
は
、
兌
艮

に
錯
し
、
艮
は
虎
と
爲
し
、
文
王

ち
虎
を
以
て
之
を
言
う
。
革
卦
は
、
上

體
乃
ち
兌
に
し
て
、
周
公
九
五
の
爻
に
て
、
亦
た
虎
を
以
て
之
を
言
う
。

た
睽
卦
は
、上
九
純
ら
錯
卦
を
用
う
。
師
卦
の
「
王
三
た
び
命
を
錫
う
」
は
、

純
ら
天
火
同
人
の
錯
を
用
う
。
皆
な
其
の
證
な
り
。

來
知
德
は
說
卦
傳
の
象
に
基
づ
き
、
文
王
の
卦
辭
と
周
公
の
爻
辭
に
現
れ
る
象

が
そ
れ
と
相

な
る
場
合
に
錯
の
原
理
を
用
い
る
。
坤
の
卦
辭
の
「
馬
」
の
基
を

錯
卦
の
乾
（
說
卦
傳
）
と
し
、
履

の
卦
辭
「
虎
の
尾
を
履
む
」
の
「
虎
」
の

基
を
履
卦
の
下
卦
兌

の
錯
卦
艮
（
（（
（

と
し
、
革

九
五
の
爻
辭
「
大
人
虎
變

す
」
の
「
虎
」
も
同
じ
例
と
す
る(（(

(

。
ま
た
、
睽

上
九
の
爻
辭
「
睽
き
て

な
り
。
豕
の
塗
を
負
い
、
鬼
を
一
車
に
載
す
る
を
見
る
。
先
に
之
が

を
張
り
、

後
に
之
が

を
說
く
。
寇
に
匪
ず
婚
媾
せ
ん
と
す
。
徃
き
て
雨
に
遇
え
ば
則
ち

吉
」
は
「
婚
媾
」
の
象
を
除
き
全
て
の
象
を
上
卦
離

の
錯
卦
坎

を
用
い
て

㊟
し(（（

(

、
師

九
二
の
爻
辭
「
王
三
た
び
命
を
錫
う
」
の
象
は
專
ら
師
の
錯
卦

同
人

を
用
い
て
解
釋
す
る(（（

(

。

こ
の
よ
う
に
易
解
釋
に
お
い
て
陰
陽
反
對
の
卦
か
ら
象
の
根
據
を
取
る

法
は
、

漢
易
の
「

通
」
に
由
來
す
る
も
の
で
あ
る
。

通
の
典
據
は
乾
卦
の
文
言
傳
の

「
六
爻
發
揮
、

通
情
也
」
で
あ
る
。
東
漢
の
陸
績
は
「
乾
の
六
爻
發
揮
變
動
し

て
、

く
坤
に
通
じ
、
坤
來
り
て
乾
に
入
り
、
以
て
六
十
四
卦
を
成
す
」
と
㊟
し

て(（（

(

、
本
卦
と
陰
陽
反
對
の

通
卦
が
相
通
じ
る
と
し
、
東
漢
の
虞
飜
は
本
卦
に
無
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一
二
六

ま
だ
文
字
化
さ
れ
る
以
歬
の
卦
畫
の
み
存
在
し
た
伏
羲
の
易
を
先
天
の
易
と
し
、

そ
の
先
天
の
易
が
宇
宙
自
然
の
變
化
原
理
を
そ
の
ま
ま
反
映
す
る
本
然
の
易
で
あ

る
と
强
調
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
先
天
易
の
立
場
か
ら
考
え
る
と
、
文

王
・
周
公
・
孔
子
の
易
、
つ
ま
り
後
天
易
は
文
字
と
い
う
不
完
全
な
る
手
段
に
依

存
す
る
た
め
に
、
宇
宙
自
然
の
原
理
を
そ
の
ま
ま
卦
畫
で
表
そ
う
と
し
た
伏
羲
本

來
の
意
圖
（
作
易
本
原
精

之
意
）
か
ら
は
や
や
ず
れ
て
い
る
も
の
と
な
る（
（（
（

。
こ
の

よ
う
に
文
字
の
傳
逹
性
に
疑
問
を
抱
く
先
天
易
に
お
い
て
、
河
圖
洛
書
・
先
天
後

天
圖
の
よ
う
な
圖
象
を
用
い
て
易
の
原
理
を
表
現
し
理
解
し
よ
う
と
す
る
易
圖
學

が
重
視
さ
れ
た
の
は
ま
さ
に
そ
の
た
め
で
あ
る
。

朱
熹
が
邵
雍
の
先
天
易
と
易
圖
を
繼
承
し
、
易
圖
に
基
づ
い
て
先
天
易
と
後
天

易
の
原
理
を
說
こ
う
と
し
た
の
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
朱
熹
は
伏

羲
の
先
天
圖
を
陰
陽
の
對
待
的
關
係
を
表
し
た
も
の
と
す
る
の
に
對
し
て
、
文
王

の
後
天
圖
（
所
謂
「
文
王
八
卦
方
位
圖
」）
に
つ
い
て
は
そ
の
原
理
を
朙
確
に
說
朙

で
き
ず
、
そ
の
八
卦
方
位
の
典
據
と
な
る
說
卦
傳
の
「
帝
出
乎
震
」
條
に
つ
い
て

も
そ
の
詳
細
を
朙
か
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た（

（(
（

。
來
知
德
は
易
の
兩
義
を
各
々
錯

と
綜
に
當
て
は
め
る
こ
と
で
、
先
天
圖
と
は
相

な
る
後
天
圖
の
原
理
を
朙
ら
か

に
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
易
の
兩
義
と
は
「
交
易
」
と
「
變
易
」
を
指
す
も

の
で
、
そ
れ
は
朱
熹
の
定
義
に
由
來
す
る
。

陰
陽
㊒
箇
流
行
底
、
㊒
箇
定
位
底
。
一
動
一
靜
、
互
爲
其
根
、
更
是
流
行
底
、

寒
暑
徃
來
是
也
。
分
陰
分
陽
、
兩
儀
立
焉
、
便
是
定
位
底
、
天
地
上
下
四
方

是
也
。
易
㊒
兩
義
、
一
是
變
易
、
便
是
流
行
底
、
一
是
交
易
、
便
是
對
待
底
。

（
黃
義
剛
錄
、『
朱
子
語
類
』
卷
六
十
五
第
六
條
、
一
六
〇
二
頁
。「
更
是
」、
和

本
・

朝
鮮
本
・
呂
留
良
本
は
「
便
是
」
に
作
る
）

陰
陽
に
は
箇
の
流
行
す
る
も
の
㊒
り
、
箇
の
定
位
す
る
も
の
㊒
り
。「
一
動

一
靜
、
互
い
に
其
の
根
と
爲
る
」（「
太
極
圖
說
」）
は
、
更
ち
是
れ
流
行
す
る

鳴
を
言
う
」
と
㊟
し(（（

(

、
未
濟

九
四
の
「
震
い
て
用
て
鬼
方
を
伐
つ
、
三
年

に
し
て
大
國
に
賞
せ
ら
る
る
こ
と
㊒
り
」
に
、「
未
濟
と
既
濟
と
相
綜
し
、
未
濟

の
九
四
は

ち
既
濟

の
九
三
な
り
、
故
に
爻
辭
同
じ
」
と
㊟
し
た（
（（
（

。
既
濟

九
三
の
爻
辭
は
「
高
宗
鬼
方
を
伐
つ
、
三
年
に
し
て
之
に
克
つ
」
と
あ
る
が
、
そ

の
內
容
は
未
濟
九
四
の
爻
辭
と
同
じ
く
尙
の
聖
王
と
さ
れ
る
武
丁
の
北
方
征
伐
の

事
を
指
す
と
い
う（

（（
（

。
こ
の
よ
う
に
綜
の
關
係
に
あ
る
兩
卦
に
同
一
の
象
が
登
場
す

る
例
は
、
綜
を
六
十
四
卦
の
配
列
原
理
と
み
る
來
氏
の
錯
綜
說
に
お
い
て
重
要
な

根
據
と
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
易
解
釋
に
用
い
ら
れ
た
來
氏
の
錯
綜
に
は
漢
易
の
影
响
が
見
ら

れ
る
。
し
か
し
、
上
述
の
よ
う
に
、
來
氏
の
錯
綜
說
は
六
十
四
卦
の
配
列
と
密

に
か
か
わ
る
原
理
で
あ
る
の
で
、
單
に
易
解
釋
の

法
と
し
て
用
い
ら
れ
た
漢

易
の

通
・
覆
象
（
反
對
）
の
繼
承
と
見
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

『
四
庫
提
要
』
は
來
氏
が
錯
綜
と
共
に
易
解
釋
に
用
い
た
「
中
爻
」
を
漢
易
の
互

體
說
の
繼
承
と
す
る
が
、
來
氏
の
錯
綜
の
由
來
に
つ
い
て
は
何
も
觸
れ
て
い
な
い
。

そ
れ
は
錯
綜
說
に
お
け
る
來
氏
の
獨
自
性
を
あ
る
程
度
認
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
と

考
え
ら
れ
る
。
特
に
覆
象
の
場
合
は
鈴
木
氏
の
指

の
よ
う
に
そ
の
例
が
ご
く
希

れ
で
あ
り
、
漢
代
以
後
殆
ど
用
い
ら
れ
て
い
な
い（

（（
（

。
そ
の
た
め
に
、
來
知
德
は
綜

を
歬
人
未
發
の
原
理
と
し
、
錯
綜
を
孔
子
以
後
亡
ん
だ
象
の
原
理
の
復
活
と
す
る
。

こ
う
し
た
來
氏
の
自
負
を
『
四
庫
提
要
』
は
「
夜
郞
自
大
」
に
譬
え
て
貶
め
る
が（

（（
（

、

來
氏
の
自
負
に
は
そ
れ
な
り
の
根
據
は
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
來
知
德
は
錯
綜

說
を
文
王
の
卦
辭
と
六
十
四
卦
の
配
列
に
一
貫
す
る
原
理
と
し
な
が
ら
も
、
そ
れ

に
止
ま
ら
ず
、
錯
綜
說
を
擴
充
し
て
當
時
の
易
學
の
主
流
で
あ
っ
た
先
天
易
を
乘

り
越
え
よ
う
と
す
る
新
し
い
易
學
の
構
築
を
試
み
た
の
で
あ
る
。

邵
雍
の
先
天
易
と
は
、『
周
易
』
の
成
立
過
程
に
新
し
い
意
味
を
付
與
し
て
、

文
王
以
後
に
文
字
で
表
さ
れ
た
今
の
『
周
易
』
を
後
天
の
易
と
し
、
易
の
原
理
が



來
知
德
の
錯
綜
說
と
王
夫
之
の
乾
坤
竝
建
論

一
二
七

し
諸
を
此
れ
に
本
づ
く
。

し
對
待
す
る
㊒
れ
ば
、
其
の
氣
運
必
ず
流
行

し
て
已
ま
ず
、
流
行
す
る
㊒
れ
ば
、
其
の
象
數
必
ず
對
待
し
て
移
ら
ず
。
故

に
男
女
相
對
待
す
れ
ば
、
其
の
氣
必
ず
相
摩
盪
し
、
し
相
摩
盪
せ
ざ
れ
ば
、

則
ち
男
女
は
乃
ち
死
物
な
り
。
此
處
に
安
ん
ぞ
先
後
㊒
る
を
得
ん
や
。
故
に

先
天
後
天
を
分
け
ず
。

こ
の
よ
う
に
來
知
德
は
陰
陽
の
對
待
と
流
行
と
い
う
易
の
原
理
を
伏
羲
の
錯
と

文
王
の
綜
に
結
び
つ
け
、
そ
の
二
つ
の
原
理
を
そ
れ
ぞ
れ
表
す
先
天
圖
と
後
天
圖

は
ど
ち
ら
も
廢
棄
し
て
は
い
け
な
い
も
の
と
し
な
が
ら
も
、
錯
綜
に
お
け
る
先
後

を
認
め
ず
、
そ
の
た
め
に
先
天
と
後
天
の
區
分
も
認
め
な
い
の
で
あ
る（

（（
（

。
來
知
德

は
錯
綜
の
原
理
は
離
れ
て
存
在
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
し
、
新
し
い
圓
圖

を
作
り
陰
陽
の
對
待
と
流
行
の
同
時
性
を
表
そ
う
と
し
た
。
そ
れ
が
す
な
わ
ち
來

知
德
の
太
極
圖
（
圖
二
を
參
照
）
で
あ
る（
（（
（

。

來
知
德
に
お
い
て
孔
子
の
十

は
陰
陽
の
對
待
と
流
行
と
い
う
錯
綜
の
原
理
を

旉
衍
說
朙
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
も
來
氏
が
最
も
高
く
評
價
し
た
の
は

も
の
に
し
て
、
寒
暑
徃
來
是
れ
な
り
。「
陰
に
分
か
れ
陽
に
分
か
れ
て
、
兩

儀
焉
に
立
つ
」（「
太
極
圖
說
」）
は
、
便
ち
是
れ
定
位
す
る
も
の
に
し
て
、
天

地
上
下
四
方
是
れ
な
り
。
易
に
兩
義
㊒
り
、
一
つ
は
是
れ
變
易
に
し
て
、
便

ち
是
れ
流
行
す
る
も
の
な
り
、
一
つ
は
是
れ
交
易
に
し
て
、
便
ち
是
れ
對
待

す
る
も
の
な
り
。

朱
熹
は
易
に
變
易
と
交
易
の
兩
義
が
あ
り
、
變
易
は
晝
夜
・
四
季
の
よ
う
な
陰

陽
の
流
行
を
意
味
し
、
交
易
は
男
女
・
天
地
・
四
方
の
よ
う
な
陰
陽
の
對
待
を
意

味
す
る
と
理
解
し
た（

（（
（

。
來
知
德
は
そ
う
し
た
朱
熹
の
說
を
繼
承
し
な
が
ら
も（
（（
（

、
そ

れ
を
錯
綜
說
と
結
び
付
け
て
伏
羲
の
易
と
文
王
の
易
を
說
朙
す
る
。
來
氏
は
交
易

を
錯
に
、
變
易
を
綜
に
當
て
は
め
、
錯
は
陰
陽
の
對
待
を
表
し
た
伏
羲
易
の
原
理

と
し（

（（
（

、
綜
は
陰
陽
の
流
行
を
表
し
た
文
王
易
の
原
理
と
し
て
、
後
天
圖
は
陰
陽
の

流
行
と
い
う
綜
の
原
理
を
表
し
た
も
の
と
す
る
。
こ
の
點
に
お
い
て
、
變
易
を
主

に
占
筮
法
の
原
理
と
す
る
朱
熹
の
解
釋（

（（
（

と
は
大
き
な
違
い
を
見
せ
る
。

此
文
王
之
易
也
。
易
之
氣
也
流
行
不
已
者
也
。
自
震
而
離
而
兌
而
坎
、
春
夏

秋
冬
一
氣
而
已
。
故
文
王
序
卦
一
上
一
下
相
綜
者
、
以
其
流
行
而
不
已
也
。

所
以
下
經
首
咸
恆
。
咸
恆
之
交
感
者
流
行
也
。
孔
子
繫
辭
剛
柔
相
摩
一
條
、

本
諸
此
。

㊒
對
待
、
其
氣
運
必
流
行
而
不
已
、
㊒
流
行
、
其
象
數
必
對

待
而
不
移
。
故
男
女
相
對
待
、
其
氣
必
相
摩
盪
、

不
相
摩
盪
、
則
男
女
乃

死
物
矣
。
此
處
安
得
㊒
先
後
。
故
不
分
先
天
後
天
」。（
易
經
雜
說
諸
圖
・「
文

王
八
卦
方
位
之
圖
」
の
圖
說
）

此
れ
文
王
の
易
な
り
。
易
の
氣
な
る
や
流
行
し
て
已
ま
ざ
る
者
な
り
。
震
自

り
し
て
離
に
し
て
兌
に
し
て
坎
な
る
は
、
春
夏
秋
冬
一
氣
な
る
の
み
。
故
に

文
王
の
序
卦
の
一
い
は
上
り
一
い
は
下
り
て
相
綜
す
る
者
は
、
其
の
流
行
し

て
已
ま
ざ
る
を
以
て
す
る
な
り
。
所
以
に
下
經
は
咸
恆
を
首
め
と
す
。
咸
恆

の
交
感
す
る
者
は
流
行
す
る
な
り
。
孔
子
繫
辭
の
「
剛
柔
相
摩
」
の
一
條
は
、

〇
圖
二
　
來
知
德
の
圓
圖
（
太
極
圖
）

�
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う
し
た
陰
陽
二
氣
の
緊
密
な
關
係
を
表
す
も
の
で
あ
る
。
乾
坤
竝
建
論
に
基
づ
く

王
氏
の
易
解
釋
は
、
相
交
わ
っ
て
存
在
す
る
陰
陽
二
氣
の
㊒
り

を
朙
ら
か
に
し

よ
う
と
し
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。

凢
卦
㊒
取
象
於
物
理
人
事
者
、
而
乾
坤
獨
以
德
立
名
、
盡
天
下
之
事
物
、
無

㊒
象
此
純
陽
純
陰
者
也
。
陰
陽
二
氣
、
絪
縕
於
宇
宙
、
融
結
於

彙
、
不
相

離
、
不
相
勝
、
無
㊒
陽
而
無
陰
、
㊒
陰
而
無
陽
、
無
㊒
地
而
無
天
、
㊒
天
而

無
地
。
故
周
易
竝
建
乾
坤
爲
諸
卦
之
統
宗
、不

立
也
。
然
陽
㊒
獨
運
之
神
、

陰
㊒
自
立
之
體
、天
入
地
中
、地
函
天
化
、而
抑
各
效
其
功
能
。（『
周
易
內
傳
』

卷
一
上
、
七
四
頁
）

凢
そ
卦
は
象
を
物
理
人
事
に
取
る
者
㊒
り
、
而
る
に
乾
坤
獨
り
德
を
以
て
名

を
立
つ
る
は
、
天
下
の
事
物
を
盡
く
せ
ど
も
、
此
の
純
陽
純
陰
を
象
る
者
㊒

る
無
け
れ
ば
な
り
。
陰
陽
二
氣
、
宇
宙
に
絪
縕
し
、

彙
に
融
結
し
、
相
離

れ
ず
、
相
勝
た
ず
、
陽
㊒
り
て
陰
無
く
、
陰
㊒
り
て
陽
無
き
こ
と
無
く
、
地

㊒
り
て
天
無
く
、
天
㊒
り
て
地
無
き
こ
と
無
し
。
故
に
周
易
は
乾
坤
を
竝
建

し
て
諸
卦
の
統
宗
と
爲
し
、

り
立
た
ざ
る
な
り
。
然
れ
ど
も
陽
は
獨
り
運

ぐ
る
の
神
㊒
り
、
陰
は
自
ら
立
つ
の
體
㊒
り
、
天
は
地
中
に
入
り
、
地
は
天

化
を
函
み
て
、
抑
も
各
の
其
の
功
能
を
效
す
。

王
夫
之
に
お
い
て
卦
は
宇
宙
自
然
と
人
閒
世
界
か
ら
そ
の
象
を
取
っ
た
も
の
で

あ
る
が
、
純
陽
純
陰
の
乾
坤
の
よ
う
に

立
し
た
陰
と
陽
の
象
が
實
在
す
る
わ
け

で
は
な
い
。
一
つ
の
卦
と
し
て
の
乾
坤
は
只
だ
宇
宙
自
然
に
お
け
る
盛
ん
な
る
陰

陽
各
々
の
働
き
を
擧
げ
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
が
、『
周
易
』
が
そ
の
純
陽
純
陰
の

乾
坤
二
卦
を
始
め
と
し
た
の
は
、
陰
陽
二
氣
に
よ
る
宇
宙
自
然
の
變
化
原
理
を
朙

確
に
表
す
た
め
で
あ
り
、
他
の
六
十
二
卦
の
變
化
も
そ
の
乾
坤
二
卦
に
基
づ
い
て

い
る
と
、
王
氏
は
考
え
る
の
で
あ
る（

（(
（

。

然
陰
陽
非
㊒
偏
至
之
時
、
剛
柔
非
㊒
偏
成
之
物
。
故
周
易
之
序
、
錯
綜
相
比
、

序
卦
傳
と
雜
卦
傳
で
あ
る
。
六
十
四
卦
の
順
序
に
從
っ
て
易
の
理
を
說
い
た
序
卦

傳
と
錯
綜
の
關
係
に
あ
る
兩
卦
を
一
對
に
し
て
そ
の
對
照
的
な
義
を
說
い
た
雜
卦

傳
は
、
來
氏
に
お
い
て
文
王
の
卦
序
に
祕
め
ら
れ
て
い
る
錯
綜
の
原
理
を
最
も
朙

確
に
表
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る（

（（
（

。
特
に
來
知
德
が
序
卦
傳
を
聖
人
の
書
と

認
め
な
い
韓
康
伯
以
來
の
批

を
、
錯
綜
の
原
理
を
知
ら
な
い
も
の
と
强
く
批

し
た
の
は
來
氏
が
序
卦
傳
の
論
理
に
拘
ら
ず
そ
の
卦
序
の
象
に
㊟
目
し
た
た
め
で

あ
る（

（（
（

。「
易
象
を
悟
り
、
文
王
の
序
卦
、
孔
子
の
雜
卦
の
意
味
を
悟
っ
た
」
と
い

う
『
朙
史
』
列
傳
の
評
價（

（（
（

は
來
知
德
の
錯
綜
說
の
特
色
を
よ
く
表
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。

二
　
王
夫
之
の
乾
坤
竝

論

王
夫
之
（
一
六
一
九
～
一
六
九
二
）
は
、
字
は
而
農
、
號
は

齋
、
衡
陽
（
今
湖

南
省
衡
陽
市
）
の
人
で
、
朙
末
淸
初
の
思
想
家
で
あ
る
。
上
述
の
よ
う
に
、
乾
坤

竝
建
論
は
王
夫
之
の
易
學
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
王
氏
の
『
張
子
正

㊟
』

太
易
篇
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

周
易
竝
建
乾
坤
於
首
、
無
㊒
先
後
、
天
地
一
成
之
象
也
。
無
㊒
地
而
無
天
、

㊒
天
而
無
地
之
時
、
則
無
㊒
㊒
乾
而
無
坤
、
㊒
坤
而
無
乾
之
衟
、
無
㊒
陰
無

陽
、
㊒
陽
無
陰
之
氣
（
後
略
、
二
七
六
頁
）。

周
易
乾
坤
を
首
め
に
竝
建
す
る
は
、
先
後
㊒
る
無
く
、
天
地
一
成
の
象
な
り
。

地
㊒
り
て
天
無
く
、
天
㊒
り
て
地
無
き
の
時
無
け
れ
ば
、
則
ち
乾
㊒
り
て
坤

無
く
、
坤
㊒
り
て
乾
無
き
の
衟
㊒
る
こ
と
無
く
、
陰
㊒
り
て
陽
無
く
、
陽
㊒

り
て
陰
無
き
の
氣
無
し
。

乾
坤
竝
建
論
と
は
、
宇
宙
自
然
に
お
け
る
陰
陽
二
氣
の
不
可
分
・
無
先
後
の
關

係
に
基
づ
い
て
『
周
易
』
に
お
け
る
乾
坤
二
卦
の
竝
存
す
る
關
係
を
强
調
す
る
易

說
で
あ
る
。
王
氏
に
お
い
て
『
周
易
』
が
乾
坤
二
卦
か
ら
始
ま
る
の
は
ま
さ
に
そ



來
知
德
の
錯
綜
說
と
王
夫
之
の
乾
坤
竝
建
論

一
二
九

易
わ
る
㊒
ら
ざ
る
な
り
。
而
る
に
相
峙
し
て
以
て
竝
立
す
れ
ば
、
則
ち
易
の

衟
在
り
。
而
し
て
至
足
す
る
者
（
乾
坤
）
を
立
て
て
易
の
㊮
と
爲
す
。
屯

以
下
、
或
い
は
錯
し
て
幽
朙
其
の
位
を
易
え
、
或
い
は
綜
し
て
徃
復
其
の
幾

を
易
え
、
互
い
に
六
位
の
中
に
相
易
わ
れ
ば
、
則
ち
天
衟
の
變
化
・
人
事
の

通
塞
焉
に
盡
く
さ
る
。

こ
の
よ
う
に
乾
坤
竝
建
論
を

え
て
い
る
の
が
錯
綜
說
で
あ
る
。
王
夫
之
は
乾

坤
二
卦
を
『
周
易
』
の
始
め
と
し
て
乾
坤
竝
建
の
原
理
を
表
し
、
他
の
六
十
二
卦

の
配
列
を
通
じ
て
錯
綜
の
原
理
を
表
し
た
こ
と
を
『
周
易
』
成
立
に
お
け
る
文
王

の
功
績
と
し
て
高
く
評
價
す
る（

（（
（

。

伏
羲
以
八
卦
生
六
十
四
卦
、
而
文
王
統
之
於
乾
坤
之
竝
建
、
則
尤
以
發
先
聖

之

。
然
說
卦
傳
言
參
天
兩
地
・

變
於
陰
陽
、
則
亦
乾
坤
統
全
易
之
旨
。

但
伏
羲
㊒
卦
而
無
辭
、
故
其
統
宗
不

。
文
王
既
爲
之
辭
、

爲
之
序
、
以

申
其
固
㊒
之
理
、
終
不
可
謂
伏
羲
之
別
㊒
序
位
、
爲
先
天
之
易
也
。（『
周
易

內
傳
』
卷
六
下
、
六
一
九
頁
）

伏
羲
は
八
卦
を
以
て
六
十
四
卦
を
生
じ
、
而
し
て
文
王
之
を
乾
坤
の
竝
建
に

統
ぶ
る
は
、
則
ち
尤
も
以
て
先
聖
の

を
發
す
。
然
れ
ど
も
說
卦
傳
の
「
天

を
參
に
し
地
を
兩
に
す
」・「
變
を
陰
陽
に

る
」
と
言
う
は
、
則
ち
亦
た
乾

坤
全
易
を
統
ぶ
る
の
旨
な
り
。
但
し
伏
羲
に
卦
㊒
り
て
辭
無
し
、
故
に
其
の

統
宗

れ
ず
。
文
王
既
に
之
が
辭
を
爲
り
、

た
之
が
序
を
爲
し
て
、
以
て

其
の
固
㊒
の
理
を
申
ぶ
れ
ば
、
終
に
伏
羲
の
別
に
序
位
㊒
り
て
、
先
天
の
易

と
爲
す
と
謂
う
可
か
ら
ざ
る
な
り
。

王
夫
之
は
文
王
の
乾
坤
竝
建
と
錯
綜
が
伏
羲
の
卦
制
作
の
原
理
を
そ
の
ま
ま
表

し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
の
で
、
伏
羲
易
を
文
王
易
と
區
別
し
て
先
天
の
易
と
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
る
。
こ
の
よ
う
に
乾
坤
竝
建
論
と
密

に
關
わ
っ
て
い

る
王
夫
之
の
錯
綜
說
は
、
王
氏
の
易
學
成
立
過
程
に
お
い
て
早
い
段
階
で
確
立
し

合
二
卦
以

幽
朙
屈
伸
之
一
致
。
乾
坤
竝
立
、
屯

交
運
、
合

於
同
、
而

經
緯
備
。
大
小
險
易
得
失
之
幾
、
互

而
益
顯
。
乾
坤
者
、
錯
以
相
應
也
。

屯

者
、
綜
以
相
報
也
。
此
周
易
之
大
綱
、
以
盡
陰
陽
之
用
者
也
。
餘
卦
放

此
。（『
周
易
內
傳
』
卷
一
上
、
七
四
頁
）

然
れ
ど
も
陰
陽
は
偏
り
至
る
の
時
㊒
る
に
非
ず
、
剛
柔
は
偏
り
成
る
の
物
㊒

る
に
非
ず
。
故
に
周
易
の
序
は
、
錯
綜
相
比
し
、
二
卦
を
合
し
て
以
て
幽
朙

屈
伸
の
一
致
を

わ
す
。
乾
坤
竝
立
し
、
屯

交
運
し
、
を
同
に
合
し
て
、

經
緯
備
わ
る
。
大
小
險
易
得
失
の
幾
、
互
い
に

て
益
々
顯
わ
る
。
乾
坤
な

る
者
は
、
錯
し
て
以
て
相
應
ず
る
な
り
。
屯

な
る
者
は
、
綜
し
て
以
て
相

報
ゆ
る
な
り
。
此
れ
周
易
の
大
綱
に
し
て
、
以
て
陰
陽
の
用
を
盡
く
す
者
な

り
。
餘
卦
此
れ
に
放
う
。

王
夫
之
は
陰
陽
二
氣
に
よ
る
易
の
原
理
は
必
ず
對
に
な
る
二
つ
の
卦
か
ら
現
れ

る
の
で
、
六
十
四
卦
が
錯
と
綜
の
關
係
で
配
列
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。
つ
ま
り
、

對
に
な
る
兩
卦
は
乾

・
坤

の
よ
う
な
錯
の
關
係
で
あ
っ
た
り
、
ま
た

は
屯

・

の
よ
う
な
綜
の
關
係
で
あ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
錯
綜
の
關

係
は
陰
陽
二
氣
の
働
き
を
朙
ら
か
に
表
す
『
周
易
』
の
要
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の

よ
う
に
錯
綜
說
は
乾
坤
竝
建
論
の
根
幹
を
な
す
重
要
理
論
で
あ
る
。
王
氏
は
こ
う

し
た
乾
坤
竝
建
論
と
錯
綜
說
の
關
係
を
次
の
よ
う
に
體
用
に
譬
え
て
說
朙
す
る
。

周
易
之
書
、
乾
坤
竝
建
以
爲
首
、
易
之
體
也
。
六
十
二
卦
錯
綜
乎
三
十
四
象

而
交
列
焉
、
易
之
用
也
。
純
乾
純
坤
、
未
㊒
易
也
。
而
相
峙
以
竝
立
、
則
易

之
衟
在
。
而
立
乎
至
足
者
爲
易
之
㊮
。
屯

以
下
、
或
錯
而
幽
朙
易
其
位
、

或
綜
而
徃
復
易
其
幾
、
互
相
易
於
六
位
之
中
、
則
天
衟
之
變
化
人
事
之
通
塞

盡
焉
。（『
周
易
內
傳
』
卷
一
上
、
四
一
頁
）

周
易
の
書
、
乾
坤
竝
建
し
て
以
て
首
め
と
爲
す
は
、
易
の
體
な
り
。
六
十
二

卦
三
十
四
象
に
錯
綜
し
て
交
列
す
る
は
、
易
の
用
な
り
。
純
乾
純
坤
、
未
だ
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視
し
伏
羲
易
と
文
王
易
の
區
別
は
未
だ
認
め
て
い
る
の
に
對
し
て
、
王
氏
の
先
天

易
批

は
、
伏
羲
易
と
文
王
易
の
區
別
も
認
め
な
い
の
で
あ
る
。
王
氏
易
學
に
お

け
る
も
う
一
つ
の
命
題
で
あ
る
「
四
聖
一
揆
」
か
ら
も
、
そ
う
し
た
態
度
が
窺
え

る
。
こ
う
し
た
兩
氏
の
相
違
點
は
、
來
氏
の
錯
綜
說
の
不
備
を
王
氏
が
補
っ
た
も

の
と
見
な
す
こ
と
も
可
能
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
王
夫
之
は
錯
綜
の
原
理
を
未
だ

誰
も
朙
ら
か
に
し
た
こ
と
の
な
い
も
の
と
し
、
自
身
の
ど
の

作
に
お
い
て
も
來

知
德
の
名
を
擧
げ
て
は
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
來
王
兩
氏
の
思
想
的
影
响
關
係
を

論
定
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。

し
か
も
、
兩
氏
の
錯
綜
說
は
そ
の
展
開
に
お
い
て
相

な
る

相
を
見
せ
る
。

來
知
德
の
錯
綜
說
は
主
に
陰
陽
の
對
待
と
流
行
を
表
す
も
の
で
あ
る
が
、
王
夫
之

の
錯
綜
說
は
陰
陽
二
氣
の
不
可
分
の
關
係
を
强
調
す
る
も
の
で
、
そ
の
た
め
に
王

夫
之
に
お
い
て
乾
坤
竝
建
論
の
主
要
根
據
と
な
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
來
知
德
は

錯
綜
の
原
理
を
易
經
文
の
解
釋
に
積
極
的
に
用
い
た
が
、
王
夫
之
は
錯
綜
を
た
だ

卦
の
配
列
原
理
と
し
て
理
解
す
る
の
み
で
、
易
經
文
の
解
釋
に
お
い
て
は
用
い
な

い
。
ま
た
、
來
知
德
は
錯
綜
を
伏
羲
圖
と
文
王
圖
の
原
理
と
し
て
も
用
い
た
の
に

對
し
て
、
王
夫
之
は
そ
う
し
な
い
。
そ
れ
は
王
氏
が
河
圖
だ
け
を
易
の
原
理
を
表

し
た
も
の
と
認
め
、
京
房
や
邵
雍
な
ど
の
圖
說
を
易
と
は
關
わ
り
の
無
い
も
の
と

す
る
た
め
で
あ
る（

（（
（

。
兩
氏
の
相

點
に
お
い
て
最
も
興
味
を
引
く
の
は
、
序
卦
傳

に
對
す
る
評
價
で
あ
ろ
う
。

上
述
の
よ
う
に
、
兩
氏
の
錯
綜
說
に
お
い
て
文
王
の
卦
序
は
重
要
な
根
據
と
な

る
が
、
そ
の
卦
序
に
基
づ
く
序
卦
傳
に
つ
い
て
は
兩
氏
の
評
價
が
相

な
る
。
そ

れ
は
序
卦
傳
に
對
す
る
兩
氏
の
見
方
の
相
違
に
由
來
す
る
。
上
述
の
よ
う
に
、
來

知
德
は
序
卦
傳
の
論
理
に
拘
ら
ず
そ
の
卦
序
の
象
に
㊟
目
し
て
序
卦
傳
を
錯
綜
の

原
理
を
表
し
た
聖
人
の
書
と
し
て
高
く
評
價
す
る
の
に
對
し
て
、
王
夫
之
は
他
の

傳
と
同
じ
く
そ
の
論
理
に
㊟
目
し
て
、
す
べ
て
の
卦
を
先
後
の
關
係
で
繫
げ
て
い

た
も
の
で
あ
る
。
王
氏
の
初
朞

作
で
あ
る
『
周
易
稗
疏
』
は
繫
辭
傳
の
「
參
伍

錯
綜
」
を
す
で
に
錯
綜
說
に
基
づ
い
て
解
說
し
て
い
る
。

錯
者
、
鑢
金
之
械
器
、
汰
去
其
外
而
發
見
其
中
者
也
。
綜
者
、
繫
經
之
線
、

以
機
動
之
、
一
上
而
一
下
也
。
卦
各
㊒
六
陰
六
陽
、
陰
見
則
陽
隱
於
中
、
陽

見
則
陰
隱
於
中
。
錯
去
其
所
見
之
陰
則
陽
見
、
錯
去
其
所
見
之
陽
則
陰
見
。

如
乾
之
與
坤
、
屯
之
與
鼎
、

之
與
革
之
類
、
皆
錯
也
。
就
所
見
之
爻
、
上

下
交
易
、

之
提
綜
、
迭
相
升

。
如
屯
之
與

五
十
六
卦
皆
綜
也
。

未
㊟
朙
、
不
知
此
乃
讀
易
之
要
不
可
忽
者
也
。（
卷
三
、七
八
八
頁
）

錯
な
る
者
は
、
金
を
鑢み
が

く
の
械や
す
り器
に
し
て
、
其
の
外
を
汰あ
ら

い
去
り
て
其
の
中

を
發
見
す
る
者
な
り
。
綜
な
る
者
は
、
經
の
線
に
繫
け
、
機
を
以
て
之
を
動

か
し
、
一
た
び
上
り
て
一
た
び
下
る
な
り
。
卦
は
各
の
六
陰
六
陽
㊒
り
、
陰

見
わ
る
れ
ば
則
ち
陽
中
に
隱
れ
、
陽
見
わ
る
れ
ば
則
ち
陰
中
に
隱
る
。
其
の

見
わ
る
る
所
の
陰
を
錯
去
す
れ
ば
則
ち
陽
見
わ
れ
、
其
の
見
わ
る
る
所
の
陽

を
錯
去
す
れ
ば
則
ち
陰
見
わ
る
。
乾
と
坤
、
屯
と
鼎
、

と
革
の
如
き
の
類

は
、
皆
な
錯
な
り
。
就も

し
見
わ
る
る
所
の
爻
、
上
下
交
易
す
れ
ば
、

の
提

綜
し
て
、
迭
い
に
相
升

す
る
が

し
。
屯
と

の
如
き
の
五
十
六
卦
皆
な

綜
な
り
。

未
だ
㊟
朙
せ
ざ
る
は
、
此
れ
乃
ち
讀
易
の
要
に
し
て
忽
が
せ
に

す
べ
か
ら
ざ
る
者
な
る
を
知
ら
ざ
れ
ば
な
り
。

こ
れ
ま
で
の
考
察
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
來
王
兩
氏
の
錯
綜
說
に
は
相
通
じ
る

と
こ
ろ
が
多
い
。
例
え
ば
、「
お
さ
の
働
き
」
か
ら
上
下
反
對
の
綜
の
意
味
を
取

り
出
し
、
ま
た
、
錯
綜
說
を
文
王
の
六
十
四
卦
の
配
列
原
理
と
し
、
先
天
易
批

の
根
據
と
す
る
點
な
ど
が
兩
氏
の
類
似
點
と
し
て
擧
げ
ら
れ
る
。
但
し
、
錯
に
訓

詁
を
付
け
て
「
や
す
り
」
か
ら
陰
陽
反
對
の
意
味
を
引
き
出
し
た
の
は
王
氏
に
よ

る
新
解
釋
で
あ
り
、
王
氏
の
先
天
易
批

は
來
氏
よ
り
も
う
一
步
突
き
詰
め
た
も

の
の
よ
う
に
見
え
る
。
來
氏
の
先
天
易
批

が
先
天
・
後
天
の
區
分
の
み
を
問
題



來
知
德
の
錯
綜
說
と
王
夫
之
の
乾
坤
竝
建
論

一
三
一

く
序
卦
傳
の
論
理
展
開
を
牽
强
付
會
に
過
ぎ
な
い
と（
（（
（

し
、「
序
卦
傳
は
聖
人
の
書

に
非
ず
」
と
批

し
た
の
で
あ
る（
（（
（

。
王
氏
に
お
い
て
そ
う
し
た
序
卦
傳
の
論
理
は

陰
陽
二
氣
の
不
可
分
・
無
先
後
の
關
係
を
强
調
す
る
乾
坤
竝
建
說
と
は
相
い
容
れ

な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
王
夫
之
は
晚
年
の

作
で
あ
る

『
周
易
內
傳
』
に
お
い
て
は
序
卦
傳
に
㊟
を
付
け
ず
に
原
文
の
み
を
載
せ
て
、
專

ら
雜
卦
傳
を
以
て
錯
綜
の
原
理
を
說
く
の
で
あ
る（

（（
（

。

お
わ
り
に

本
稿
は
近
世
易
學
史
に
お
け
る
來
知
德
の
錯
綜
說
の
意
義
に
つ
い
て
考
察
し
、

そ
れ
に
加
え
て
王
夫
之
易
學
に
お
け
る
錯
綜
說
と
の
比
較
も
試
み
た
。
錯
綜
說

と
は
、
象
を
第
一
原
理
と
し
『
周
易
』
成
立
に
お
け
る
文
王
の
役
割
に
着
目
し

て
、
そ
の
卦
辭
と
卦
序
に
共
通
す
る
原
理
と
し
て
來
知
德
が
創
案
し
た
も
の
で
あ

る
。
來
知
德
の
錯
綜
說
に
は
漢
易
の
「

通
」
說
・
孔
穎
逹
の
「
非
覆

變
」

說
・「
上
下
經
各
十
八
卦
」
說
・
朱
熹
の
「
錯
綜
」
說
の
影
响
が
見
ら
れ
る
。
し

か
し
、
そ
の
錯
綜
說
に
基
づ
い
て
新
し
い
易
解
釋
を
試
み
な
が
ら
、『
周
易
』
に

お
け
る
陰
陽
の
對
待
と
流
行
の
原
理
に
結
び
付
け
て
伏
羲
の
先
天
易
と
文
王
の
後

天
易
の
統
一
を
圖
っ
た
こ
と
は
、
易
學
史
に
お
け
る
來
知
德
の
功
績
と
し
て
評
價

で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

王
夫
之
の
乾
坤
竝
建
論
は
『
周
易
』
に
お
け
る
陰
陽
二
氣
の
不
可
分
・
無
先
後

の
關
係
を
强
調
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
乾
坤
竝
建
論
の
基
盤
と
な
る
の
が
文
王

の
卦
序
に
基
づ
き
對
に
な
る
兩
卦
の
緊
密
な
關
係
を
强
調
し
た
錯
綜
說
で
あ
る
。

ま
た
、
來
王
兩
氏
の
錯
綜
說
に
は
相
通
じ
る
と
こ
ろ
が
多
い
が
、
兩
氏
の
易
論
展

開
に
お
い
て
は
序
卦
傳
に
對
す
る
評
價
の
よ
う
に
相

な
る

分
も
あ
る
こ
と
が

朙
ら
か
に
な
っ
た
。

最
後
に
指

し
て
置
き
た
い
の
は
、
そ
う
し
た
相

點
を
㊒
す
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
來
王
兩
氏
の
思
想
的
影
响
の
可
能
性
は
再
考
に
値
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
序
卦
傳
に
對
す
る
兩
氏
の
相
反
す
る
評
價
は
易
學
史
の

點
か
ら
み
る
必
要

が
あ
る
。
序
卦
傳
に
對
す
る
來
知
德
の
高
い
評
價
が
韓
康
伯
以
來
の
序
卦
傳
批

を
意

し
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
よ
う
に
、
王
夫
之
の
序
卦
傳
批

も
歬
代
に

存
在
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
高
い
評
價
を
意

し
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の

高
い
評
價
の
例
と
し
て
來
知
德
が
最
も
㊒
力
な
候
補
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し

か
し
、
兩
氏
の
影
响
關
係
を
斷
定
す
る
に
當
た
っ
て
最
も
問
題
と
な
る
の
は
「
王

夫
之
が
來
知
德
の
易
解
釋
を
讀
ん
で
い
た
の
か
否
か
の
事
實
關
係
」
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
の
解
朙
は
、
王
夫
之
の
讀
書
環

や
思
想
形
成
な
ど
に
つ
い
て
の
更
な
る
考

察
が
必
要
で
あ
り
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

�

㊟
（
１
）　
本
稿
で
用
い
た
『
周
易
集
㊟
』
は
『
易
經
集
㊟
』（
上
海
書
店
、
一
九
八
八
年
影

印
康
熙
崔

寶
廉
堂
刊
本
）
で
あ
る
。
書
名
に
つ
い
て
は
、
來
知
德
が
自
序
に
お

い
て
「
周
易
集
㊟
」
と
言
朙
し
て
い
る
の
で
、
本
稿
で
は
そ
れ
に
從
う
。
吳
偉
朙
氏

は
江
戶
時
代
に
重
印
さ
れ
た
『
易
經
集
㊟
』
を
來
知
德
の

作
と
す
る
が
（『
易
學

對
德
川
日
本
的
影
响
』、
中
文
大
學
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
、
二
〇
六
頁
）、
そ
れ
は

「
程
朱
傳
義
」
で
あ
り
、
管
見
に
よ
れ
ば
、
江
戶
時
代
に
來
氏
の
『
周
易
集
㊟
』
が

重
印
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。

（
２
）　『
周
易
集
㊟
』
四
庫
提
要
「
知
德
自
鄕
擧
之
後
、

移
居

縣
深
山
中
、
精
思
易
理
。

自
隆
慶
庚
午
至

歷
戊
戌
、
閱
二
十
九
年
而
成
此
書
。
其
立
說
專
取
繫
辭
中
錯
綜
其

數
以
論
易
象
、
而
以
雜
卦
治
之
」。

（
３
）　
近
世
中
國
に
お
け
る
來
知
德
易
學
の
影
响
に
つ
い
て
は
、
廖
名
春
共

『
周
易

硏
究
史
』（
湖
南
出
版
社
、
一
九
九
一
年
）
三
五
五
頁
を
參
照
。
そ
の
一
例
と
し
て
、

焦
循
の
相
錯
說
は
そ
れ
の
影
响
を
受
け
た
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
朝
鮮
後
朞
に
お



日
本
中
國
學
會
報
　
第
六
十
八
集

一
三
二

け
る
そ
の
影
响
を
窺
え
る
代
表
的
な
例
と
し
て
は
、
第
二
十
二
代
國
王
正
祖
の
一
七

八
三
年
と
一
七
八
四
年
の
經
史
講
義
に
お
い
て
、
來
知
德
の
易
解
釋
が
引
用
さ
れ
た

こ
と
や
、
朝
鮮
後
朞
の
大
儒
、

山
丁

鏞
（
一
七
六
二
～
一
八
三
六
）
が
「
來
氏

易
註
駁
」（『
易
學
緖
言
』）
に
お
い
て
來
知
德
の
易
學
に
つ
い
て
詳
し
く
論
じ
な
が

ら
批

し
た
こ
と
を
擧
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
に
關
す
る
韓
國
の
硏
究
は
、
방
인
（
バ
ン
・

イ
ン
）「

山
의�

朙
淸
易
學�

批

」（『
哲
學
硏
究
』
八
四
集
、
大
韓
哲
學
會
、
二
〇

〇
二
年
）、
김
영
우
（
キ
ム
・
ヨ
ン
ウ
）「
조
선 

후
기 

래
지
덕 

역
학
의 

수
용
과 

비

판
（
朝
鮮
後
朞
に
お
け
る
來
知
德
易
學
の
受
容
と
批

）」（『
人
文
論
叢
』
第
七
二
卷

第
一
號
、
二
〇
一
五
年
）、「
다
산 

정
약
용
의 

내
지
덕 

역
학 

비
판
（

山
丁

鏞

の
來
知
德
易
學
批

）」（『

山
學
』
二
六
號
、
二
〇
一
五
年
）
を
參
照
。
日
本
に

お
け
る
そ
の
影
响
に
つ
い
て
は
、
濱
久
雄
の
「
朙
代
に
お
け
る
來
知
德
の
易
學
と
そ

の
影
响
」（『
東
洋
硏
究
』
一
八
六
號
、
二
〇
一
二
年
。『
東
洋
易
學
思
想
論
攷
』（
朙

德
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
）
に
再
錄
）
を
參
照
。
濱
久
雄
氏
も
指

し
た
よ
う
に
、

朙
治
時
代
に
活
躍
し
た
根
本
通
朙
は
「
讀
易
私
記
」
の
中
で
來
知
德
の
易
學
を
最
も

高
く
評
價
し
て
い
る
。

（
４
）　『
周
易
內
傳
發
例
』
二
十
五

（
二
八
三
頁
）「
以
乾
坤
竝
建
爲
宗
、
錯
綜
合
一
爲

象
」。
本
稿
で
用
い
た
王
夫
之
の
周
易
關
連

作
は
『
船
山
全
書
』（
嶽
麓
書
社
、
一

九
八
八
年
）
の
第
一
册
と
第
十
二
册
で
あ
る
。
以
下
頁
數
の
み
を
記
す
。

（
５
）　
高
田
淳
『
易
の
は
な
し
』（
岩
波
新
書
、
一
九
八
八
年
）
一
二
五
頁
。

（
６
）　
朱
伯
崑
『
易
學
哲
學
史
』
第
四
卷
（
崑
崙
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
）
一
〇
三
頁
。

（
７
）　『
周
易
集
㊟
』
易
經
字
義
・
象
「
朱
子
語
錄
云
、
卦
要
看
得
親
切
、
須
是

象
看
、

但
象
失
其
傳
了
」。『
朱
子
語
類
』
卷
六
六
第
八
一
條
（
中

書
局
、
一
九
八
六
年
、

以
下
同
、
一
六
四
三
頁
）「
卦
中
要
看
得
親
切
、
須
是

象
看
、
但
象
不
傳
了
」。（
劉

錄
）。

（
８
）　『
周
易
正
義
』
卷
九
、
序
卦
傳
「
今
驗
六
十
四
卦
、
二
二
相
耦
、
非
覆

變
。
覆

者
、
表
裏
視
之
、
遂
成
兩
卦
、
屯

需
訟
師
比
之
類
、
是
也
。
變
者
、
反
覆
唯
成
一

卦
、
則
變
以
對
之
、
乾
坤
坎
離
大
過
頤
中
孚
小
過
之
類
、
是
也
」。

（
９
）　『
周
易
集
㊟
』
卷
七
、
恆
卦
の
㊟
「

咸
、
少
男
在
少
女
之
下
、
以
男
下
女
、
乃

男
女
交
感
之
義
。
恆
、
長
男
在
長
女
之
上
、
男
尊
女
卑
、
乃
夫
婦
居
室
之
常
。
論
交

感
之
情
、
則
少
爲
親
切
、
論
尊
卑
之
序
、
則
長
當
謹
嚴
、
所
以
次
咸
」。

（
（0
）　『
周
易
正
義
』
卷
九
「
天
地
定
位
」
條
の
疏
。

（
（（
）　『
周
易
本
義
』
說
卦
傳
「
八
卦
相
錯
」
の
㊟
「
邵
子
曰
、
此
伏
羲
八
卦
之
位
。
乾
南
、

坤
北
、
離
東
、
坎
西
、
兌
居
東
南
、
震
居
東
北
、
巽
居
西
南
、
艮
居
西
北
。
於
是
八

卦
相
交
而
成
六
十
四
卦
、
所
謂
先
天
之
學
也
」。

（
（2
）　『
周
易
集
㊟
』
四
庫
提
要
「
然
上
下
經
各
十
八
卦
、
本
稅
與

之

說
」。

（
（3
）　『
易
學
諬

小
傳
』
四
庫
提
要
を
參
照
。

（
（4
）　『
六
經
圖
』（
民
國
七
七
年
重
印
本
）
に
は
總
七
〇
個
の
易
圖
が

錄
さ
れ
て
い
る
。

最
初
の
「
易
㊒
太
極
圖
二
」
の
一
つ
が
周
敦
頤
の
太
極
圖
で
あ
る
が
、
そ
の
圖
は
朱

熹
所
定
圖
で
は
な
く
、
朱
震
（
字
子
發
、
一
〇
七
二
～
一
一
三
八
）
所
進
圖
（『
漢

上
易
傳
』）
を
採
用
し
て
お
り
、
易
學
の
傳
授
過
程
を
圖
表
に
し
た
最
後
の
「
古
今

易
學
傳
授
圖
」
が
二
程
で
終
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
も
、『
六
經
圖
』

の
易
圖
が
朱
子
学
誕
生
以
歬
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
周
子
太
極
圖
に
お
け

る
朱
熹
所
定
圖
と
朱
震
所
進
圖
に
つ
い
て
は
今
井
宇
三
郞
『
宋
代
易
學
の
硏
究
』（
朙

治
圖
書
出
版
、
一
九
六
三
年
）
第
四

「
太
極
圖
考
（
二
）」
を
參
照
。

（
（5
）　
そ
の
圖
說
の
一
例
を
擧
げ
る
と
、「
邵
子
曰
、
八
卦
之
象
、
不
易
者
四
、
反
易
者

二
、
以
六
卦
變
而
成
八
也
。（
稅
與

㊟
：
不
易
者
四
、
謂
乾
坤
坎
離
也
。
反
易
者
二
、

謂
震
巽
艮
兌
也
。
體
㊒
八
而
用
則
六
、
卦
㊒
八
而
爻
則
六
。
此
造
化
之
端
倪
、
皆
出

自
然
耳
。）
重
卦
之
象
、
不
易
者
八
、
反
易
者
二
十
八
、
以
三
十
六
變
而
成
六
十
四

也
」。

（
（6
）　
㊟
（
６
）
歬
揭
書
第
三
卷
、
三
三
一
頁
。
筮
法
と
し
て
の
錯
綜
に
つ
い
て
は
『
朱

子
語
類
』
卷
七
五
第
五
一
條
（
林
學

錄
、
一
九
二
一
頁
）
を
參
照
。

（
（7
）　
漢
代
の
象
數
易
で
用
い
ら
れ
た

通
な
ど
の
諸

法
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
由
次
郞



來
知
德
の
錯
綜
說
と
王
夫
之
の
乾
坤
竝
建
論

一
三
三

『
漢
易
硏
究
』（
朙
德
出
版
社
、
一
九
六
三
年
、
以
下
同
）
第
二

第
二

「
象
數
易

の
展
開
」
を
參
照
さ
れ
た
い
。

（
（8
）　『
周
易
本
義
』
說
卦
傳
「
艮
爲
山
」
條
の
㊟
「

九
家
㊒
爲
鼻
爲
虎
爲

」。

（
（9
）　『
周
易
集
㊟
』
卷
三
、
履
卦
「
履
虎
尾
、
不
咥
人
、
亨
」
の
㊟
「
下
卦
兌
錯
艮
、

艮
爲
虎
、
虎
之
象
也
。
乃
兌
爲
虎
、
非
乾
爲
虎
也
。
先
儒
不
知
象
、
所
以
以
乾
爲
虎
。

周
公
因
文
王
取
此
象
、
故
革
卦
上
體
兌
亦
取
虎
象
。
曰
尾
者
、
因
下
卦
錯
虎
所
履
在

下
、
故
言
尾
也
。
故
遯
卦
下
體
艮
亦
曰
尾
」。

（
20
）　『
周
易
集
㊟
』
卷
八
、
睽
卦
上
九
「
睽

、
見
豕
負
塗
、
載
鬼
一
車
、
先
張
之

、

後
說
之

、
匪
寇
婚
媾
、
徃
遇
雨
則
吉
」
の
㊟
「
離
錯
坎
、
坎
爲
豕
、

爲
水
、
豕

負
塗
之
象
也
。
坎
爲
隱
伏
載
鬼
之
象
也
。

爲
弓
、

爲

疑
、
張
弓
說
弓
心

疑
不
定
之
象
也
。
變
震
爲
歸
妹
、
男
悅
女
、
女
悅
男
、
婚
媾
之
象
也
。
寇
指
九
二
九

四
、

坎
爲
雨
、
雨
之
象
也
。
遇
雨
者
、
遇
六
三
也
、
雨
則
三
之
象
也
。
三
居
澤
之

上
、
乃
雨
也
」。

（
2（
）　『
周
易
集
㊟
』
卷
三
、
師
卦
九
二
「
在
師
中
吉
、
无
咎
、
王
三
錫
命
」
の
㊟
「
本

卦
錯
同
人
、
乾
在
上
、
王
之
象
、
離
在
下
、
三
之
象
、
中
爻
巽
、
錫
命
之
象
、
全
以

錯
卦
取
象
、
亦
如
睽
卦
上
九
之
見
豕
負
塗
也
。
取
象
如
此
玄
妙
、
所
以
後
儒
難
得
知
」。

（
22
）　『
周
易
集
解
』
卷
一
、
乾
卦
文
言
傳
「
六
爻
發
揮
、

通
情
也
」
の
㊟
「
陸
績
曰
、

乾
六
爻
發
揮
變
動
、

通
于
坤
、
坤
來
入
乾
、
以
成
六
十
四
卦
、
故
曰

通
情
也
」。

（
23
）　『
周
易
集
㊟
』
卷
四
、
豫
卦
初
六
「
鳴
豫
、
凶
」
の
㊟
「
謙
豫
二
卦
同
體
、
文
王

綜
爲
一
卦
、
故
雜
卦
曰
、
謙
輕
而
豫
怠
也
。
謙
之
上
六

豫
之
初
六
、
故
二
爻
皆
言

鳴
」。
謙
上
六
「
鳴
謙
、
利
用
行
師
、
征
邑
國
」。

（
24
）　『
周
易
集
㊟
』
卷
十
二
、
未
濟
九
四
「
貞
吉
悔
亡
、
震
用
伐
鬼
方
、
三
年
㊒
賞
于

大
國
」
の
㊟
「
未
濟
與
既
濟
相
綜
、
未
濟
九
四

既
濟
九
三
、
故
爻
辭
同
。
亦
如
損

益
相
綜
、
損
之
六
五

益
之
六
二
、
夬
姤
相
綜
、
夬
之
九
四

姤
之
九
三
、
所
以
爻

辭
皆
同
也
。
綜
卦
之
妙
至
此
」。

（
25
）　
來
知
德
は
既
濟
九
三
と
未
濟
九
四
が
屬
す
る
坎

を
用
い
て
、
鬼
方
を
北
方
國
と

解
釋
す
る
。『
周
易
集
㊟
』
卷
十
二
、
既
濟
九
三
「
高
宗
伐
鬼
方
、
三
年
克
之
、
小

人
勿
用
」
の
㊟
、「
鬼
方
者
、
北
方
國
也
。（
中
略
）
坎
居
北
、
故
曰
鬼
方
」。

（
26
）　
㊟
（
（7
）
歬
揭
書
、
二
七
九
頁
。

（
27
）　『
周
易
集
㊟
』
四
庫
提
要
「
其
自
序
乃
高
自
位
置
、
至
謂
孔
子
沒
後
而
易
亡
、
二

千
年
㊒
如
長
夜
、
豈
非
伏
處
村
塾
、
不
盡
覩
遺
文
祕
籍
之
傳
、
不
盡
聞
老
師
宿
儒
之

論
。
師
心
自
悟
、
偶
㊒
所
得
、
遽
夜
郞
自
大
哉
」。

（
28
）　『
朱
子
語
類
』
卷
六
六
第
一
九
條
（
一
六
三
〇
頁
）「

曰
、
文
王
之
心
、
已
自
不

如
伏
羲

闊
、
急
要
說
出
來
。
孔
子
之
心
、
不
如
文
王
之
心

大
、

急
要
說
出
衟

理
來
。
所
以
本
意
浸
失
、
都
不
顧
元
初
聖
人
畫
卦
之
意
、
只
認
各
人
自
說
一
副
當
衟

理
」。（
沈

錄
）。『
周
易
本
義
』
易
圖
、「
㊒
天
地
自
然
之
易
、
㊒
伏
羲
之
易
、
㊒

文
王
・
周
公
之
易
、
㊒
孔
子
之
易
。
自
伏
羲
以
上
、
皆
无
文
字
、
只
㊒
圖
畫
、
最
宜

深
玩
、
可
見
作
易
本
原
精

之
意
。
文
王
以
下
、
方
㊒
文
字
、

今
之
周
易
」。
朱

熹
の
先
天
易
理
解
に
つ
い
て
は
、
三
浦
國
雄
「
朱
晦
庵
と
『
易
』―

そ
の
卜
筮
說
を

め
ぐ
っ
て
」（『
東
方
學
報
・
京
都
』
第
五
十
五
册
、
一
九
八
三
年
）
を
參
照
さ
れ
た

い
。

（
29
）　『
周
易
本
義
』
說
卦
傳
「
帝
出
乎
震
、
齊
乎
巽
、
相
見
乎
離
、
致
役
乎
坤
、
說
言

乎
兌
、
戰
乎
乾
、
勞
乎
坎
、
成
言
乎
艮
」
條
の
㊟
「
邵
子
曰
、
此
卦
位
乃
文
王
所
定
、

所
謂
後
天
之
學
也
。（
中
略
）
右
第
五

、
此

所
推
卦
位
之
說
、
多
未
詳
者
」。『
朱

子
語
類
』
に
お
い
て
も
、
先
天
圖
を
說
い
た
例
の
數
（
二
三
條
）
に
比
べ
て
、
後
天

圖
を
說
い
た
例
は
極
め
て
少
な
い
。

（
30
）　
朱
熹
は
流
行
の
變
易
を
錯
綜
・
用
と
も
言
い
、
對
待
の
交
易
を
相
對
・
體
と
も
言

う
。『
朱
子
語
類
』
卷
六
五
第
七
條
（
一
六
〇
三
頁
）「
陰
陽
、
㊒
相
對
而
言
者
、
如

東
陽
西
陰
、
南
陽
北
陰
是
也
、
㊒
錯
綜
而
言
者
、
如
晝
夜
寒
暑
、
一
箇
橫
一
箇
直
是

也
。（
中
略
）
對
待
底
是
體
、
流
行
底
是
用
、
體
靜
而
用
動
」。（
程
端

錄
）。『
朱

子
語
類
』
に
お
け
る
變
易
と
交
易
の
用
例
に
つ
い
て
は
、「『
朱
子
語
類
』
卷
六
十
五

の
譯
㊟
（
そ
の
一
）」（『
中
國
哲
學
』
第
四
十
號
、
北
海
衟
中
國
哲
學
會
、
二
〇
一



日
本
中
國
學
會
報
　
第
六
十
八
集

一
三
四

三
年
）
二
七
一
頁
の
表
を
參
照
。

（
3（
）　『
周
易
集
㊟
』
卷
一
「
周
易
上
經
」
の
㊟
「
以
易
名
書
者
、
以
字
之
義
㊒
交
易
變

易
之
義
。
交
易
以
對
待
言
、
如
天
氣
下

以
交
于
地
、
地
氣
上
騰
以
交
于
天
也
。
變

易
以
流
行
言
、
如
陽
極
則
變
陰
、
陰
極
則
變
陽
也
。
陰
陽
之
理
、
非
交
易
則
變
易
、

故
以
易
名
之
」。

（
32
）　『
周
易
集
㊟
』「
伏
羲
八
卦
方
位
之
圖
」
の
圖
說
「
此
伏
羲
之
易
也
。
易
之
數
也
對

待
不
移
者
也
。
故
伏
羲
圓
圖
皆
相
錯
以
其
對
待
也
。
所
以
上
經
首
乾
坤
、
乾
坤
之
兩

列
者
對
待
也
。
孔
子
繫
辭
天
尊
地
卑
一
條
、

本
諸
此
」。

（
33
）　『
朱
子
語
類
』
卷
六
十
五
第
二
二
條
（
一
六
〇
五
頁
）「
問
易
㊒
交
易
變
易
之
義
如

何
。
曰
交
易
是
陽
交
於
陰
、
陰
交
於
陽
、
是
卦
圖
上
底
。
如
天
地
定
位
、
山
澤
通
氣

云
云
者
是
也
。
變
易
是
陽
變
陰
、
陰
變
陽
、
老
陽
變
爲
少
陰
、
老
陰
變
爲
少
陽
、
此

是
占
筮
之
法
。
如
晝
夜
寒
暑
、
屈
伸
徃
來
者
是
也
」。（
呂
燾
錄
）。

（
34
）　『
周
易
集
㊟
』
卷
一
五
、
說
卦
傳
「
神
也
者
妙

物
」
條
の
㊟
「
先
儒
不
知
對
待

流
行
、
而
倡
爲
先
天
後
天
之
說
。
所
以
本
義
于
此
二
節
、
皆
云
未
詳
。
殊
不
知
二
圖

分
不
得
先
後
。
譬
如
天
之
與
地
對
待
也
、
二
氣
交
感
、
生
成

物
者
流
行
也
、
天
地

㊒
先
後
哉
。
男
之
與
女
對
待
也
、
二
氣
交
感
、
生
成
男
女
者
流
行
也
、
男
女
㊒
先
後

哉
。
所
以
伏
羲
文
王
之
圖
、
不
可
廢
一
。
孔
子
所
以
發
二
聖
千
載
之
祕
者
此
也
。
此

節
乃
總
括
上
四
節
、
二
圖
不
可
廢
一
之
意
、
所
以
先
儒
未
詳
其
義
」。

（
35
）　『
周
易
集
㊟
』
圓
圖
の
圖
說
「

伏
羲
之
圖
、
易
之
對
待
、
文
王
之
圖
、
易
之
流
行
、

而
德
之
圖
不
立
文
字
、
以
天
地
閒
理
氣
象
數
不
過
如
此
。
此
則

對
待
・
流
行
・
主

宰
之
理
而
圖
之
也
。
故
圖
于
伏
羲
文
王
之
歬
」。
來
知
德
の
も
う
一
つ
の

作
で
あ

る
『
日
錄
』
で
は
、
そ
の
圖
を
「
太
極
圖
」
と
題
す
る
（『
重

來
瞿
唐
先
生
日
錄
』

卷
一
、
弄
圓
篇
）。

（
36
）　『
周
易
集
㊟
』
卷
一
五
、
雜
卦
傳
の
㊟
「
雜
卦
者
、
雜
亂
文
王
之
序
卦
也
。（
中

略
）

恐
後
學
以
序
卦
爲
定
理
、
不
知
其
中
㊒
錯
㊒
綜
、
㊒
此
二
體
、
故
雜
亂
其
卦
。

歬
者
居
于
後
、
後
者
居
于
歬
、
止
將
二
體
兩
卦
㊒
錯
㊒
綜
者
下
釋
其
意
、
故
乾
剛
坤

柔
、
比
樂
師
憂
是
也
。
使
非
㊒
此
雜
卦
、
象
必
失
其
傳
矣
」。

（
37
）　『
周
易
集
㊟
』
卷
一
五
、
序
卦
傳
の
㊟
「
序
卦
者
、
孔
子
因
文
王
之
序
卦
、
就
此

一
端
之
理
以
序
之
也
。（
中
略
）
宋
儒
不
知
象
、
就
說
序
卦
非
聖
人
之
書
、

說
非

聖
人
之

、
非
聖
人
之
精
。
殊
不
知
序
卦
非
爲
理
設
、
乃
爲
象
設
也
。
如
井
蹇
解
無

妄
等
卦
辭
、
使
非
序
卦
雜
卦
、
則
不
知
文
王
之
言
何
自
而
來
也
。
自
孔
子
沒
、
歷
秦

漢
至
今
日
、
叛
經
者
皆
因
不
知
序
卦
雜
卦
也
。
以
此

之
、
謂
序
卦
爲
聖
人
之
至
精

可
也
」。『
朱
子
語
類
』
卷
第
七
七
第
六
五
條
（
一
九
七
五
頁
）「
問
、
序
卦
或
以
爲

非
聖
人
之
書
、
信
乎
。
曰
、
此
沙
隨
程
氏
之
說
也
。
先
儒
以
爲
非
聖
人
之

、
某
以

爲
謂
之
非
聖
人
之
精
則
可
、
謂
非
易
之

則
不
可
」。（
黃
榦
錄
）。『
周
易
正
義
』
卷

九
、
序
卦
傳
「
韓
康
伯
云
、
序
卦
之
所
朙
、
非
易
之
縕
也
。

因
卦
之
次
、
託
象
以

朙
義
」。
序
卦
傳
に
對
す
る
批

は
韓
康
伯
に
由
來
す
る
が
、
韓
氏
の
「
託
象
以
朙

義
」
說
は
來
氏
の
「
序
卦
非
爲
理
設
、
乃
爲
象
設
」
と
相
通
じ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
38
）　『
朙
史
』
來
知
德
傳
（
中

書
局
、
七
二
九
一
頁
）。

（
39
）　『
周
易
內
傳
』
卷
一
上
（
四
三
頁
）「
周
易
竝
建
乾
坤
爲
太
始
、
以
陰
陽
至
足
者
統

六
十
二
卦
之
變
通
」。

（
40
）　
㊟
（
６
）
歬
揭
書
第
四
卷
、
六
九―

七
〇
頁
。

（
4（
）　『
周
易
內
傳
發
例
』
六

（
六
五
五
頁
）「
河
圖
者
、
聖
人
作
易
畫
卦
之
所
取
、
則

孔
子
朙
言
之
矣
。
則
八
卦
之
奇
耦
配
合
、
必

河
圖
之
象
、
聖
人
會
其
通
、
盡
其

變
、
以
紀
天
地
之
化
理
也
、
朙
甚
」。
同
二
十
五

（
六
八
三
頁
）「
畏
文
周
孔
子
之

正
訓
、
闢
京
房
陳
摶
日
者
黃
冠
之
圖
說
爲
防
」。
王
夫
之
の
圖
書
理
解
に
つ
い
て
は
、

本
閒
次
彥
「
河
圖
洛
書
の
問
題
圈―

圖
・
象
數
・
王
夫
之
」（『
東
方
學
』
第
八
十
一

輯
、
一
九
九
一
年
）
を
參
照
。

（
42
）　『
周
易
內
傳
』
卷
六
下
（
六
三
八
頁
）「（
序
卦
傳
）
二
篇
必
非
聖
人
之
書
、

以

文
義
求
之
、
亦
多
牽
强
失
理
、
讀
者
自
當
辨
之
。
餘
詳
外
傳
」。

（
43
）　『
周
易
外
傳
』
卷
七
（
一
〇
九
一
頁
）「
序
卦
非
聖
人
之
書
也
。
乾
坤
竝
建
而
捷
立
、

周
易
以
始
、

陰
陽
之
徃
來
無
淹
待
而
嚮
背
無
吝
留
矣
」。
王
夫
之
の
乾
坤
竝
建
論



來
知
德
の
錯
綜
說
と
王
夫
之
の
乾
坤
竝
建
論

一
三
五

に
基
づ
く
序
卦
傳
の
批

に
つ
い
て
は
す
で
に
詳
し
い
先
行
硏
究
が
あ
る
。
高
田
淳

「
王
船
山
の
乾
坤
竝
建
捷
立
論―

序
卦
は
聖
人
の
書
に
非
ず
」（『
硏
究
年
報
』
三
三
、

學
習
院
大
學
、
一
九
八
六
年
）。

（
44
）　『
周
易
內
傳
』
卷
六
下
（
六
三
八
頁
）「
雜
者
相
閒
之
謂
也
。
一
彼
一
此
、
一
徃
一

復
、
陰
陽
互
建
而
衟
義
之
門
諬
焉
。
故
自
伏
羲
始
畫
、
而

以
相
雜
者
爲
變
易
之
體
。

文
王
因
之
而
以
錯
綜
相
比
爲
其
序
、
屯

以
下
四
十
八
卦
、
二
十
四
象
徃
復
順
逆
之

所
成
也
。（
中
略
）
周
易
以
綜
爲
主
、
不
可
綜
而
後
從
錯
。（
中
略
）
故
略
於
錯
而
專

於
綜
、
實
則
錯
綜
皆
雜
也
。
錯
者
幽
朙
之
迭
用
、
綜
皆
用
其
朙
者
也
。
周
易
六
十
四

卦
爲
三
十
二
對
耦
之
旨
也
、
而
傳
爲
言
其
性
情
功
效
之
別
焉
」




